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(57)【要約】
【課題】
　本発明の課題は、溶剤への不純物溶出を抑制して高信頼性を確保できる感光性着色組成
物を提供することにある。
【解決手段】　（ａ）着色剤、（ｂ）アルカリ可溶性樹脂、（ｃ）光重合開始剤、（ｄ）
エチレン性不飽和化合物、（ｅ）溶剤、及び（ｆ）分散剤を含有する感光性着色組成物で
あって、
　前記（ｃ）光重合開始剤が、オキシムエステル系化合物及びトリアジン系化合物を含み
、
　前記（ｆ）分散剤が、アクリル系分散剤を含むことを特徴とする感光性着色組成物。
【選択図】なし
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　（ａ）着色剤、（ｂ）アルカリ可溶性樹脂、（ｃ）光重合開始剤、（ｄ）エチレン性不
飽和化合物、（ｅ）溶剤、及び（ｆ）分散剤を含有する感光性着色組成物であって、
　前記（ｃ）光重合開始剤が、オキシムエステル系化合物及びトリアジン系化合物を含み
、
　前記（ｆ）分散剤が、アクリル系分散剤を含むことを特徴とする感光性着色組成物。
【請求項２】
　前記（ａ）着色剤が有機顔料を含む、請求項１に記載の感光性着色組成物。
【請求項３】
　前記（ａ）着色剤が有機顔料を２種以上含む、請求項１又は２に記載の感光性着色組成
物。
【請求項４】
　前記有機顔料が、以下の（１）～（４）からなる群から選ばれる２種以上を含む、請求
項３に記載の感光性着色組成物。
　　（１）Ｃ．Ｉ．ピグメントレッド１７７、２５４から選ばれる少なくとも１種
　　（２）Ｃ．Ｉ．ピグメントオレンジ４３、６４から選ばれる少なくとも１種
　　（３）Ｃ．Ｉ．ピグメントブルー１５：６、６０から選ばれる少なくとも１種
　　（４）Ｃ．Ｉ．ピグメントバイオレッド２３、２９から選ばれる少なくとも１種
【請求項５】
　前記（ａ）着色剤の含有割合が、感光性着色組成物中の全固形分量に対して１０質量％
以上である、請求項１～４のいずれか１項に記載の感光性着色組成物。
【請求項６】
　前記（ａ）着色剤の含有割合が、感光性着色組成物中の全固形分量に対して５０質量％
以下である、請求項１～５のいずれか１項に記載の感光性着色組成物。
【請求項７】
　硬化した塗膜の膜厚１μｍ当たりの光学濃度が１．０以上である、請求項１～６のいず
れか１項に記載の感光性着色組成物。
【請求項８】
　着色スペーサーを形成するために用いる、請求項１～７のいずれか１項に記載の感光性
着色組成物。
【請求項９】
　フォトリソグラフィー法により高さの異なる着色スペーサーを一括形成するために用い
る、請求項８に記載の感光性着色組成物。
【請求項１０】
　請求項１～９のいずれか１項に記載の感光性着色組成物を硬化した硬化物。
【請求項１１】
　請求項１０に記載の硬化物から形成される着色スペーサー。
【請求項１２】
　請求項１１に記載の着色スペーサーを備える画像表示装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、感光性着色組成物、硬化物、着色スペーサー及び画像表示装置に関するもの
である。詳しくは、液晶層への不純物溶出を抑制して高信頼性を確保できる感光性着色組
成物と、その用途に関する。
【背景技術】
【０００２】
　液晶ディスプレイ（ＬＣＤ）は、液晶への電圧のオン・オフにより液晶分子の配列が切
り替わる性質を利用している。一方、ＬＣＤのセルを構成する各部材の多くは、フォトリ
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ソグラフィーに代表される感光性組成物を利用した方法によって形成されている。微細構
造を形成し易く、大面積基板へ容易に処理できるといった理由から、今後も広範囲に感光
性組成物の適用が予想されている。
【０００３】
　しかし、感光性組成物自体の電気信頼性や感光性組成物に含有されている不純物の影響
により、液晶分子にかかる電圧を保持できずに、ＬＣＤの残像や焼き付きなど表示信頼性
への問題が発生する可能性もある。特に、カラーＬＣＤの表示信頼性は、液晶層に接触し
ている配向膜やシール材及び液晶パネルにおける２枚の基板を一定間隔に保持するために
使用しているフォトスペーサーなどの影響が大きいとされている。
【０００４】
　また、従来の透明なフォトスペーサーを使用したＴＦＴ型ＬＣＤでは、そのフォトスペ
ーサーを透過した光により、スイッチング素子であるＴＦＴが誤作動を起こすこともあっ
た。この誤作動を防止するために、特許文献１ではフォトスペーサーに遮光性を付与する
ことが記載されている。遮光性を有するフォトスペーサーを作製するために、顔料などの
着色剤を感光性組成物に添加する手法が知られている（特許文献２参照）。
【０００５】
　さらに、ＬＣＤの表示信頼性を向上させるために、より低顔料濃度で高遮光性を達成し
つつ硬化性を向上する手法が提案されている（特許文献３参照）。
【０００６】
　一方で、特許文献４には、特定構造の樹脂と、光重合開始剤及び／又は光酸発生剤とを
組合せることにより表示信頼性を向上させる手法が開示されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００７】
【特許文献１】特開平８－２３４２１２号公報
【特許文献２】国際公開第２０１３／０６２０１１号パンフレット
【特許文献３】国際公開第２０１３／１１５２６８号パンフレット
【特許文献４】特開２００８－２９２６７７号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
　本発明者らが検討した結果、特許文献２及び３に記載されている感光性着色組成物を用
いて着色スペーサーを形成した場合、その上層膜となる配向膜を形成する際の溶剤に、着
色剤由来の不純物が溶出することに加え、低顔料濃度で硬化成分が多いことに起因して硬
化成分由来の不純物の溶出も多く、その結果、ＬＣＤの表示信頼性を悪化させるといった
問題があることが見出された。
　また、特許文献４に記載されている感光性着色組成物を用いる場合、顔料分散液の粘度
を工業的に使用可能な範囲とするためには顔料分散剤の量を多くする必要があり、その結
果、光硬化成分が少なくなり、光硬化度が低くなって不純物の溶出が多く、表示信頼性の
向上が十分ではないとことが見出された。
　そこで本発明は、溶剤への不純物の溶出を抑制して高信頼性を確保できる感光性着色組
成物を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　本発明者らは、上記課題を解決すべく鋭意検討した結果、感光性着色組成物中の着色剤
として特定の着色顔料を使用するとともに、特定の骨格構造を有する光重合開始剤を使用
することで、上記課題が解決できることを見出し、本発明を完成するに至った。
　すなわち、本発明は以下の［１］～［１２］の構成を有する。
【００１０】
［１］　（ａ）着色剤、（ｂ）アルカリ可溶性樹脂、（ｃ）光重合開始剤、（ｄ）エチレ
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ン性不飽和化合物、（ｅ）溶剤、及び（ｆ）分散剤を含有する感光性着色組成物であって
、
　前記（ｃ）光重合開始剤が、オキシムエステル系化合物及びトリアジン系化合物を含み
、
　前記（ｆ）分散剤が、アクリル系分散剤を含むことを特徴とする感光性着色組成物。
［２］　前記（ａ）着色剤が有機顔料を含む、［１］に記載の感光性着色組成物。
［３］　前記（ａ）着色剤が有機顔料を２種以上含む、［１］又は［２］に記載の感光性
着色組成物。
［４］　前記有機顔料が、以下の（１）～（４）からなる群から選ばれる２種以上を含む
、［３］に記載の感光性着色組成物。
　　（１）Ｃ．Ｉ．ピグメントレッド１７７、２５４から選ばれる少なくとも１種
　　（２）Ｃ．Ｉ．ピグメントオレンジ４３、６４から選ばれる少なくとも１種
　　（３）Ｃ．Ｉ．ピグメントブルー１５：６、６０から選ばれる少なくとも１種
　　（４）Ｃ．Ｉ．ピグメントバイオレッド２３、２９から選ばれる少なくとも１種
【００１１】
［５］　前記（ａ）着色剤の含有割合が、感光性着色組成物中の全固形分量に対して１０
質量％以上である、請求項１～４のいずれか１項に記載の感光性着色組成物。
［６］　前記（ａ）着色剤の含有割合が、感光性着色組成物中の全固形分量に対して５０
質量％以下である、［１］～［５］のいずれかに記載の感光性着色組成物。
［７］　硬化した塗膜の膜厚１μｍ当たりの光学濃度が１．０以上である、［１］～［６
］のいずれかに記載の感光性着色組成物。
［８］　着色スペーサーを形成するために用いる、［１］～［７］のいずれかに記載の感
光性着色組成物。
［９］　フォトリソグラフィー法により高さの異なる着色スペーサーを一括形成するため
に用いる、［８］に記載の感光性着色組成物。
［１０］　［１］～［９］のいずれかに記載の感光性着色組成物を硬化した硬化物。
［１１］　［１０］に記載の硬化物から形成される着色スペーサー。
［１２］　［１１］に記載の着色スペーサーを備える画像表示装置。
【発明の効果】
【００１２】
　本発明の感光性着色組成物は、溶剤への不純物溶出を抑制して高信頼性を確保できる。
また、高信頼性である硬化物及び着色スペーサーを提供することができ、さらに、このよ
うな着色スペーサーを備える画像表示装置を提供することができる。
【発明を実施するための形態】
【００１３】
　以下、本発明の実施の形態を具体的に説明するが、本発明は、以下の実施の形態に限定
されるものではなく、その要旨の範囲内で種々に変更して実施することができる。
　なお、本発明において、「（メタ）アクリル」とは「アクリル及び／又はメタクリル」
を意味し、「（メタ）アクリレート」、「（メタ）アクリロイル」についても同様である
。
【００１４】
　「（共）重合体」とは、単一重合体（ホモポリマー）と共重合体（コポリマー）の双方
を含むことを意味し、「酸（無水物）」、「（無水）…酸」とは、酸とその無水物の双方
を含むことを意味する。また、本発明において「アクリル系樹脂」とは、（メタ）アクリ
ル酸を含む（共）重合体、カルボキシル基を有する（メタ）アクリル酸エステルを含む（
共）重合体を意味する。
【００１５】
　また、本発明において「モノマー」とは、いわゆる高分子物質（ポリマー）に相対する
用語であり、狭義の単量体（モノマー）の外に、二量体、三量体、オリゴマー等も含む意
味である。
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　本発明において「全固形分」とは、感光性着色組成物中又は後述するインク中に含まれ
る、溶剤以外の全成分を意味するものとする。
　本発明において、「重量平均分子量」とは、ＧＰＣ（ゲルパーミエーションクロマトグ
ラフィー）によるポリスチレン換算の重量平均分子量（Ｍｗ）をさす。
　また、本発明において、「アミン価」とは、特に断りのない限り、有効固形分換算のア
ミン価を表し、分散剤の固形分１ｇあたりの塩基量と当量のＫＯＨの質量で表される値で
ある。なお、測定方法については後述する。一方、「酸価」とは、特に断りのない限り有
効固形分換算の酸価を表し、中和滴定により算出される。
【００１６】
　また、本明細書において、「質量」で表される百分率や部は「重量」で表される百分率
や部と同義である。
【００１７】
　［感光性着色組成物］
　本発明の感光性着色組成物は、
（ａ）着色剤
（ｂ）アルカリ可溶性樹脂
（ｃ）光重合開始剤
（ｄ）エチレン性不飽和化合物
（ｅ）溶剤
（ｆ）分散剤
を必須成分として含有し、必要に応じて、更にシランカップリング剤等の密着向上剤、塗
布性向上剤、現像改良剤、紫外線吸収剤、酸化防止剤、界面活性剤、顔料誘導体等、その
他の配合成分を含むものであり、通常、各配合成分が、溶剤に溶解又は分散した状態で使
用される。
　本発明の感光性着色組成物は、前記（ｃ）光重合開始剤が、オキシムエステル系化合物
及びトリアジン系化合物を含み、かつ、前記（ｆ）分散剤が、アクリル系分散剤を含むこ
とを特徴とする。
【００１８】
　＜（ａ）着色剤＞
　本発明の感光性着色組成物は、（ａ）着色剤を含有する。（ａ）着色剤を含有すること
で、適度な光吸収性、特に着色スペーサーなどの遮光部材を形成する用途に用いる場合に
は適度な遮光性を得ることができる。
　本発明で用いる（ａ）着色剤の種類は特に限定されず、顔料を用いてもよいし、染料を
用いてもよい。これらの中でも、耐久性の観点から、顔料を用いることが好ましい。
【００１９】
　（ａ）着色剤として用いることができる顔料の種類は特に限定されないが、例えば、有
機顔料や無機顔料が挙げられる。これらの中でも、液晶の電圧保持率の低下を抑制し、ま
た、紫外線の吸収を抑制して形状や段差をコントロールしやすくするとの観点からは、有
機顔料を用いることが好ましい。
【００２０】
　（ａ）着色剤に含まれる有機顔料は、１種単独でもよいし、２種以上であってもよい。
特に、可視領域において均一に遮光するとの観点からは、２種以上であることが好ましい
。
【００２１】
　これらの有機顔料の化学構造は特に限定されないが、アゾ系、フタロシアニン系、キナ
クリドン系、ベンズイミダゾロン系、イソインドリノン系、ジオキサジン系、インダンス
レン系、ペリレン系等が挙げられる。以下、使用できる顔料の具体例をピグメントナンバ
ーで示す。以下に挙げる「Ｃ．Ｉ．ピグメントレッド２」等の用語は、カラーインデック
ス（Ｃ．Ｉ．）を意味する。
【００２２】
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　赤色顔料としては、Ｃ．Ｉ．ピグメントレッド１、２、３、４、５、６、７、８、９、
１２、１４、１５、１６、１７、２１、２２、２３、３１、３２、３７、３８、４１、４
７、４８、４８：１、４８：２、４８：３、４８：４、４９、４９：１、４９：２、５０
：１、５２：１、５２：２、５３、５３：１、５３：２、５３：３、５７、５７：１、５
７：２、５８：４、６０、６３、６３：１、６３：２、６４、６４：１、６８、６９、８
１、８１：１、８１：２、８１：３、８１：４、８３、８８、９０：１、１０１、１０１
：１、１０４、１０８、１０８：１、１０９、１１２、１１３、１１４、１２２、１２３
、１４４、１４６、１４７、１４９、１５１、１６６、１６８、１６９、１７０、１７２
、１７３、１７４、１７５、１７６、１７７、１７８、１７９、１８１、１８４、１８５
、１８７、１８８、１９０、１９３、１９４、２００、２０２、２０６、２０７、２０８
、２０９、２１０、２１４、２１６、２２０、２２１、２２４、２３０、２３１、２３２
、２３３、２３５、２３６、２３７、２３８、２３９、２４２、２４３、２４５、２４７
、２４９、２５０、２５１、２５３、２５４、２５５、２５６、２５７、２５８、２５９
、２６０、２６２、２６３、２６４、２６５、２６６、２６７、２６８、２６９、２７０
、２７１、２７２、２７３、２７４、２７５、２７６を挙げることができる。この中でも
、好ましくはＣ．Ｉ．ピグメントレッド４８：１、１２２、１６８、１７７、２０２、２
０６、２０７、２０９、２２４、２４２、２５４、更に好ましくはＣ．Ｉ．ピグメントレ
ッド１７７、２０９、２２４、２５４を挙げることができる。なお、分散性や遮光性の点
で、Ｃ．Ｉ．ピグメントレッド１７７、２５４、２７２を用いることが好ましく、紫外線
で硬化させる場合には、赤色顔料としては紫外線吸収率の低いものを使用することが好ま
しく、係る観点からはＣ．Ｉ．ピグメントレッド２５４、２７２を用いることがより好ま
しい。
【００２３】
　橙色（オレンジ）顔料としては、Ｃ．Ｉ．ピグメントオレンジ１、２、５、１３、１６
、１７、１９、２０、２１、２２、２３、２４、３４、３６、３８、３９、４３、４６、
４８、４９、６１、６２、６４、６５、６７、６８、６９、７０、７１、７２、７３、７
４、７５、７７、７８、７９を挙げることができる。この中でも、好ましくは、Ｃ．Ｉ．
ピグメントオレンジ３８、７１を挙げることができる。なお、分散性や遮光性の点で、Ｃ
．Ｉ．ピグメントオレンジ４３、６４，７２を用いることが好ましく、紫外線で硬化させ
る場合には、オレンジ顔料としては紫外線吸収率の低いものを使用することが好ましく、
係る観点からはＣ．Ｉ．ピグメントオレンジ６４、７２を用いることがより好ましく、Ｃ
．Ｉ．ピグメントオレンジ６４を用いることがさらに好ましい。
【００２４】
　青色顔料としては、Ｃ．Ｉ．ピグメントブルー１、１：２、９、１４、１５、１５：１
、１５：２、１５：３、１５：４、１５：６、１６、１７、１９、２５、２７、２８、２
９、３３、３５、３６、５６、５６：１、６０、６１、６１：１、６２、６３、６６、６
７、６８、７１、７２、７３、７４、７５、７６、７８、７９を挙げることができる。こ
の中でも、好ましくはＣ．Ｉ．ピグメントブルー１５、１５：１、１５：２、１５：３、
１５：４、１５：６、更に好ましくはＣ．Ｉ．ピグメントブルー１５：６を挙げることが
できる。
　なお、分散性や遮光性の点で、Ｃ．Ｉ．ピグメントブルー１５：６、１６、６０を用い
ることが好ましく、紫外線で硬化させる場合には、青色顔料としては紫外線吸収率の低い
ものを使用することが好ましく、かかる観点からはＣ．Ｉ．ピグメントブルー６０を用い
ることがより好ましい。
【００２５】
　紫色顔料としては、Ｃ．Ｉ．ピグメントバイオレット１、１：１、２、２：２、３、３
：１、３：３、５、５：１、１４、１５、１６、１９、２３、２５、２７、２９、３１、
３２、３７、３９、４２、４４、４７、４９、５０を挙げることができる。この中でも、
好ましくはＣ．Ｉ．ピグメントバイオレット１９、２３、更に好ましくはＣ．Ｉ．ピグメ
ントバイオレット２３を挙げることができる。
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　なお、分散性や遮光性の点で、Ｃ．Ｉ．ピグメントバイオレット２３、２９を用いるこ
とが好ましく、紫外線で硬化させる場合には、紫色顔料としては紫外線吸収率の低いもの
を使用することが好ましく、係る観点からはＣ．Ｉ．ピグメントバイオレット２９を用い
ることがより好ましい。
【００２６】
　緑色顔料としては、Ｃ．Ｉ．ピグメントグリーン１、２、４、７、８、１０、１３、１
４、１５、１７、１８、１９、２６、３６、４５、４８、５０、５１、５４、５５を挙げ
ることができる。この中でも、好ましくはＣ．Ｉ．ピグメントグリーン７、３６を挙げる
ことができる。
　黄色顔料としては、Ｃ．Ｉ．ピグメントイエロー１、１：１、２、３、４、５、６、９
、１０、１２、１３、１４、１６、１７、２４、３１、３２、３４、３５、３５：１、３
６、３６：１、３７、３７：１、４０、４１、４２、４３、４８、５３、５５、６１、６
２、６２：１、６３、６５、７３、７４、７５、８１、８３、８７、９３、９４、９５、
９７、１００、１０１、１０４、１０５、１０８、１０９、１１０、１１１、１１６、１
１７、１１９、１２０、１２６、１２７、１２７：１、１２８、１２９、１３３、１３４
、１３６、１３８、１３９、１４２、１４７、１４８、１５０、１５１、１５３、１５４
、１５５、１５７、１５８、１５９、１６０、１６１、１６２、１６３、１６４、１６５
、１６６、１６７、１６８、１６９、１７０、１７２、１７３、１７４、１７５、１７６
、１８０、１８１、１８２、１８３、１８４、１８５、１８８、１８９、１９０、１９１
、１９１：１、１９２、１９３、１９４、１９５、１９６、１９７、１９８、１９９、２
００、２０２、２０３、２０４、２０５、２０６、２０７、２０８を挙げることができる
。この中でも、好ましくはＣ．Ｉ．ピグメントイエロー８３、１１７、１２９、１３８、
１３９、１５０、１５４、１５５、１８０、１８５、更に好ましくはＣ．Ｉ．ピグメント
イエロー８３、１３８、１３９、１５０、１８０を挙げることができる。
【００２７】
　これらの中でも、遮光性や、形状及び段差のコントロールの観点から、赤色顔料、橙色
顔料、青色顔料及び紫色顔料からなる群から選ばれる少なくとも１種を用いることが好ま
しい。
【００２８】
　また、有機顔料を２種以上含む場合の、有機顔料の組み合わせについては特に限定され
ないが、遮光性や、形状及び段差のコントロールの観点から、以下の（１）～（４）から
なる群から選ばれる２種以上を含むことが好ましい。
　　（１）Ｃ．Ｉ．ピグメントレッド１７７、２５４から選ばれる少なくとも１種
　　（２）Ｃ．Ｉ．ピグメントオレンジ４３、６４から選ばれる少なくとも１種
　　（３）Ｃ．Ｉ．ピグメントブルー１５：６、６０から選ばれる少なくとも１種
　　（４）Ｃ．Ｉ．ピグメントバイオレッド２３、２９から選ばれる少なくとも１種
【００２９】
　なお、色の組み合わせについては特に限定されないが、遮光性の観点からは例えば、赤
色顔料と青色顔料の組み合わせ、青色顔料と橙色顔料の組み合わせ、青色顔料と橙色顔料
と紫色顔料の組み合わせなどが挙げられる。これらの中でも、遮光性の観点から、青色顔
料と橙色顔料の組み合わせ、又は、青色顔料と橙色顔料と紫色顔料の組み合わせが好まし
く、青色顔料と橙色顔料と紫色顔料の組み合わせがより好ましい。
【００３０】
　また、有機顔料として、上述の有機着色顔料以外に、有機黒色顔料を用いることもでき
る。有機黒色顔料を用いることで、遮蔽率が高くなる傾向がある。
　有機黒色顔料の中でも、遮光性及び分散性の観点から、下記式（１）で表される化合物
、その幾何異性体、その塩、またはその幾何異性体の塩である有機黒色顔料を用いること
が好ましい。
【００３１】
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【化１】

【００３２】
　式（１）中、Ｒ11およびＲ16は互いに独立して水素原子、ＣＨ3、ＣＦ3、フッ素原子ま
たは塩素原子である；
Ｒ12、Ｒ13、Ｒ14、Ｒ15、Ｒ17、Ｒ18、Ｒ19およびＲ20は他の全てから互いに独立して水
素原子、ハロゲン原子、Ｒ21、ＣＯＯＨ、ＣＯＯＲ21、ＣＯＯ-、ＣＯＮＨ2、ＣＯＮＨＲ
21、ＣＯＮＲ21Ｒ22、ＣＮ、ＯＨ、ＯＲ21、ＣＯＣＲ21、ＯＯＣＮＨ2、ＯＯＣＮＨＲ21

、ＯＯＣＮＲ21Ｒ22、ＮＯ2、ＮＨ2、ＮＨＲ21、ＮＲ21Ｒ22、ＮＨＣＯＲ22、ＮＲ21ＣＯ
Ｒ22、Ｎ＝ＣＨ2、Ｎ＝ＣＨＲ21、Ｎ＝ＣＲ21Ｒ22、ＳＨ、ＳＲ21、ＳＯＲ21、ＳＯ2Ｒ

21

、ＳＯ3Ｒ
21、ＳＯ3Ｈ、ＳＯ3

-、ＳＯ2ＮＨ2、ＳＯ2ＮＨＲ21またはＳＯ2ＮＲ21Ｒ22であ
る；
且つ、Ｒ12とＲ13、Ｒ13とＲ14、Ｒ14とＲ15、Ｒ17とＲ18、Ｒ18とＲ19、及びＲ19とＲ20

からなる群から選ばれる少なくとも１つの組み合わせは、互いに直接結合し、または酸素
原子、硫黄原子、ＮＨ若しくはＮＲ21ブリッジによって互いに結合することもできる；
Ｒ21およびＲ22は互いに独立して、炭素数１～１２のアルキル基、炭素数３～１２のシク
ロアルキル基、炭素数２～１２のアルケニル基、炭素数３～１２のシクロアルケニル基ま
たは炭素数２～１２のアルキニル基である。
【００３３】
　一般式（１）で表される化合物の幾何異性体は、以下のコア構造を有し（ただし、構造
式中の置換基は省略している）、トランス－トランス異性体が恐らく最も安定である。
【００３４】

【化２】

【００３５】
　一般式（１）で表される化合物がアニオン性である場合、その電荷を任意の公知の適し
たカチオン、例えば金属、有機、無機または金属有機カチオン、具体的にはアルカリ金属
、アルカリ土類金属、遷移金属、一級アンモニウム、二級アンモニウム、トリアルキルア
ンモニウムなどの三級アンモニウム、テトラアルキルアンモニウムなどの四級アンモニウ
ムまたは有機金属錯体によって補償した塩であることが好ましい。また、一般式（１）で
表される化合物の幾何異性体がアニオン性である場合、同様の塩であることが好ましい。
【００３６】
　一般式（１）の置換基およびそれらの定義においては、遮蔽率が高くなる傾向があるこ
とから、以下が好ましい。これは、以下の置換基は吸収がなく、顔料の色相に影響しない
と考えられるからである。
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　Ｒ12、Ｒ14、Ｒ15、Ｒ17、Ｒ19およびＲ20は互いに独立して好ましくは水素原子、フッ
素原子、または塩素原子であり、さらに好ましくは水素原子である。
　Ｒ13およびＲ18は互いに独立して好ましくは水素原子、ＮＯ2、ＯＣＨ3、ＯＣ2Ｈ5、臭
素原子、塩素原子、ＣＨ3、Ｃ2Ｈ5、Ｎ（ＣＨ3）2、Ｎ（ＣＨ3）（Ｃ2Ｈ5）、Ｎ（Ｃ2Ｈ5

）2、α－ナフチル、β－ナフチル、ＳＯ3ＨまたはＳＯ3
-であり、さらに好ましくは水素

原子またはＳＯ3Ｈである。
【００３７】
　Ｒ11及びＲ16は互いに独立して好ましくは水素原子、ＣＨ3またはＣＦ3であり、さらに
好ましくは水素原子である。
　好ましくは、Ｒ11とＲ16、Ｒ12とＲ17、Ｒ13とＲ18、Ｒ14とＲ19、およびＲ15とＲ20か
らなる群から選ばれる少なくとも１つの組み合わせが同一であり、より好ましくは、Ｒ11

はＲ16と同一であり、Ｒ12はＲ17と同一であり、Ｒ13はＲ18と同一であり、Ｒ14はＲ19と
同一であり、かつ、Ｒ15はＲ20と同一である。
【００３８】
　炭素数１～１２のアルキル基は、例えばメチル基、エチル基、ｎ－プロピル基、イソプ
ロピル基、ｎ－ブチル基、ｓｅｃ－ブチル基、イソブチル基、ｔｅｒｔ－ブチル基、２－
メチルブチル基、ｎ－ペンチル基、２－ペンチル基、３－ペンチル基、２，２－ジメチル
プロピル基、ｎ－ヘキシル基、ヘプチル基、ｎ－オクチル基、１，１，３，３－テトラメ
チルブチル基、２－エチルヘキシル基、ノニル基、デシル基、ウンデシル基またはドデシ
ル基である。
【００３９】
　炭素数３～１２のシクロアルキル基は、例えば、シクロプロピル基、シクロプロピルメ
チル基、シクロブチル基、シクロペンチル基、シクロヘキシル基、シクロヘキシルメチル
基、トリメチルシクロヘキシル基、ツジル基、ノルボルニル基、ボルニル基、ノルカリル
基、カリル基、メンチル基、ノルピニル基、ピニル基、１－アダマンチル基または２－ア
ダマンチル基である。
【００４０】
　炭素数２～１２のアルケニル基は、例えば、ビニル基、アリル基、２－プロペン－２－
イル基、２－ブテン－１－イル基、３－ブテン－１－イル基、１，３－ブタジエン－２－
イル基、２－ペンテン－１－イル基、３－ペンテン－２－イル基、２－メンチル－１－ブ
テン－３－イル基、２－メチル－３－ブテン－２－イル基、３－メチル－２－ブテン－１
－イル基、１，４－ペンタジエン－３－イル基、ヘキセニル基、オクテニル基、ノネニル
基、デセニル基またはドデセニル基である。
【００４１】
　炭素数３～１２のシクロアルケニル基は、例えば、２－シクロブテン－１－イル基、２
－シクロペンテン－１－イル基、２－シクロヘキセン－１－イル基、３－シクロヘキセン
－１－イル基、２，４－シクロヘキサジエン－１－イル基、１－ｐ－メンテン－８－イル
基、４（１０）－ツジェン－１０－イル基、２－ノルボルネン－１－イル基、２，５－ノ
ルボルナジエン－１－イル基、７，７－ジメチル－２，４－ノルカラジエン－３－イル基
またはカンフェニル基である。
【００４２】
　炭素数２～１２のアルキニル基は、例えば、１－プロピン－３－イル基、１－ブチン－
４－イル基、１－ペンチン－５－イル基、２－メチル－３－ブチン－２－イル基、１，４
－ペンタジイン－３－イル基、１，３－ペンタジイン－５－イル基、１－ヘキシン－６－
イル基、シス－３－メチル－２－ペンテン－４－イン－１－イル基、トランス－３－メチ
ル－２－ペンテン－４－イン－１－イル基、１，３－ヘキサジイン－５－イル基、１－オ
クチン－８－イル基、１－ノニン－９－イル基、１－デシン－１０－イル基または１－ド
デシン－１２－イル基である。
【００４３】
　ハロゲン原子は、例えば、フッ素原子、塩素原子、臭素原子またはヨウ素原子である。
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【００４４】
　前記一般式（１）で表される有機黒色顔料は、好ましくは下記一般式（２）で表される
化合物である。
【００４５】
【化３】

【００４６】
　このような有機黒色顔料の具体例としては、商品名で、Ｉｒｇａｐｈｏｒ（登録商標）
　Ｂｌａｃｋ　Ｓ　０１００　ＣＦ（ＢＡＳＦ社製）が挙げられる。
　この有機黒色顔料は、好ましくは後述される分散剤、溶剤、方法によって分散して使用
される。また、分散の際に前記一般式（２）のスルホン酸誘導体が存在すると、分散性や
保存性が向上する場合がある。
【００４７】
　本発明では、前記一般式（１）で表される以外の、その他の有機黒色顔料を用いること
もできる。その他の有機黒色顔料としては、アニリンブラック、ペリレンブラック、シア
ニンブラックなどが挙げられる。
【００４８】
　また、本発明では、無機顔料、特に、無機黒色顔料を用いることができる。無機黒色顔
料としては、カーボンブラック、アセチレンブラック、ランプブラック、ボーンブラック
、黒鉛、鉄黒、チタンブラック、等が挙げられる。これらの中でも、遮光性、画像特性の
観点からカーボンブラックを好ましく用いることができる。カーボンブラックの例として
は、以下のようなカーボンブラックが挙げられる。
【００４９】
　三菱化学社製：ＭＡ７、ＭＡ８、ＭＡ１１、ＭＡ７７、ＭＡ１００、ＭＡ１００Ｒ、Ｍ
Ａ１００Ｓ、ＭＡ２２０、ＭＡ２３０、ＭＡ６００、ＭＣＦ８８、＃５、＃１０、＃２０
、＃２５、＃３０、＃３２、＃３３、＃４０、＃４４、＃４５、＃４７、＃５０、＃５２
、＃５５、＃６５０、＃７５０、＃８５０、＃９００、＃９５０、＃９６０、＃９７０、
＃９８０、＃９９０、＃１０００、＃２２００、＃２３００、＃２３５０、＃２４００、
＃２６００、＃２６５０、＃３０３０、＃３０５０、＃３１５０、＃３２５０、＃３４０
０、＃３６００、＃３７５０、＃３９５０、＃４０００、＃４０１０、ＯＩＬ７Ｂ、ＯＩ
Ｌ９Ｂ、ＯＩＬ１１Ｂ、ＯＩＬ３０Ｂ、ＯＩＬ３１Ｂ
　デグサ社製：Ｐｒｉｎｔｅｘ（登録商標。以下同じ。）３、Ｐｒｉｎｔｅｘ３ＯＰ、Ｐ
ｒｉｎｔｅｘ３０、Ｐｒｉｎｔｅｘ３０ＯＰ、Ｐｒｉｎｔｅｘ４０、Ｐｒｉｎｔｅｘ４５
、Ｐｒｉｎｔｅｘ５５、Ｐｒｉｎｔｅｘ６０、Ｐｒｉｎｔｅｘ７５、Ｐｒｉｎｔｅｘ８０
、Ｐｒｉｎｔｅｘ８５、Ｐｒｉｎｔｅｘ９０、Ｐｒｉｎｔｅｘ　Ａ、Ｐｒｉｎｔｅｘ　Ｌ
、Ｐｒｉｎｔｅｘ　Ｇ、Ｐｒｉｎｔｅｘ　Ｐ、Ｐｒｉｎｔｅｘ　Ｕ、Ｐｒｉｎｔｅｘ　Ｖ
、ＰｒｉｎｔｅｘＧ、ＳｐｅｃｉａｌＢｌａｃｋ５５０、ＳｐｅｃｉａｌＢｌａｃｋ３５
０、ＳｐｅｃｉａｌＢｌａｃｋ２５０、ＳｐｅｃｉａｌＢｌａｃｋ１００、Ｓｐｅｃｉａ
ｌＢｌａｃｋ６、ＳｐｅｃｉａｌＢｌａｃｋ５、ＳｐｅｃｉａｌＢｌａｃｋ４、Ｃｏｌｏ
ｒ　Ｂｌａｃｋ　ＦＷ１、Ｃｏｌｏｒ　Ｂｌａｃｋ　ＦＷ２、Ｃｏｌｏｒ　Ｂｌａｃｋ　
ＦＷ２Ｖ、Ｃｏｌｏｒ　Ｂｌａｃｋ　ＦＷ１８、Ｃｏｌｏｒ　Ｂｌａｃｋ　ＦＷ１８、Ｃ
ｏｌｏｒ　Ｂｌａｃｋ　ＦＷ２００、Ｃｏｌｏｒ　Ｂｌａｃｋ　Ｓ１６０、Ｃｏｌｏｒ　
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Ｂｌａｃｋ　Ｓ１７０
　キャボット社製：Ｍｏｎａｒｃｈ（登録商標。以下同じ。）１２０、Ｍｏｎａｒｃｈ２
８０、Ｍｏｎａｒｃｈ４６０、Ｍｏｎａｒｃｈ８００、Ｍｏｎａｒｃｈ８８０、Ｍｏｎａ
ｒｃｈ９００、Ｍｏｎａｒｃｈ１０００、Ｍｏｎａｒｃｈ１１００、Ｍｏｎａｒｃｈ１３
００、Ｍｏｎａｒｃｈ１４００、Ｍｏｎａｒｃｈ４６３０、ＲＥＧＡＬ（登録商標。以下
同じ。）９９、ＲＥＧＡＬ９９Ｒ、ＲＥＧＡＬ４１５、ＲＥＧＡＬ４１５Ｒ、ＲＥＧＡＬ
２５０、ＲＥＧＡＬ２５０Ｒ、ＲＥＧＡＬ３３０、ＲＥＧＡＬ４００Ｒ、ＲＥＧＡＬ５５
Ｒ０、ＲＥＧＡＬ６６０Ｒ、ＢＬＡＣＫ　ＰＥＡＲＬＳ４８０、ＰＥＡＲＬＳ１３０、Ｖ
ＵＬＣＡＮ（登録商標。以下同じ。）　ＸＣ７２Ｒ、ＥＬＦＴＥＸ（登録商標）－８
　コロンビヤン　カーボン社製：ＲＡＶＥＮ（登録商標。以下同じ。）１１、ＲＡＶＥＮ
１４、ＲＡＶＥＮ１５、ＲＡＶＥＮ１６、ＲＡＶＥＮ２２ＲＡＶＥＮ３０、ＲＡＶＥＮ３
５、ＲＡＶＥＮ４０、ＲＡＶＥＮ４１０、ＲＡＶＥＮ４２０、ＲＡＶＥＮ４５０、ＲＡＶ
ＥＮ５００、ＲＡＶＥＮ７８０、ＲＡＶＥＮ８５０、ＲＡＶＥＮ８９０Ｈ、ＲＡＶＥＮ１
０００、ＲＡＶＥＮ１０２０、ＲＡＶＥＮ１０４０、ＲＡＶＥＮ１０６０Ｕ、ＲＡＶＥＮ
１０８０Ｕ、ＲＡＶＥＮ１１７０、ＲＡＶＥＮ１１９０Ｕ、ＲＡＶＥＮ１２５０、ＲＡＶ
ＥＮ１５００、ＲＡＶＥＮ２０００、ＲＡＶＥＮ２５００Ｕ、ＲＡＶＥＮ３５００、ＲＡ
ＶＥＮ５０００、ＲＡＶＥＮ５２５０、ＲＡＶＥＮ５７５０、ＲＡＶＥＮ７０００
【００５０】
　カーボンブラックは、樹脂で被覆されたものを使用しても構わない。樹脂で被覆された
カーボンブラックを使用すると、ガラス基板への密着性や体積抵抗値を向上させる効果が
ある。樹脂で被覆されたカーボンブラックとしては、例えば特開平０９－７１７３３号公
報に記載されているカーボンブラック等が好適に使用できる。体積抵抗や誘電率の点で、
樹脂被覆カーボンブラックが好適に用いられる。
【００５１】
　樹脂による被覆処理に供するカーボンブラックとしては、ＮａとＣａの合計含有量が１
００ｐｐｍ以下であることが好ましい。カーボンブラックは、通常、製造時の原料油や燃
焼油（又はガス）、反応停止水や造粒水、更には反応炉の炉材等から混入したＮａや、Ｃ
ａ，Ｋ，Ｍｇ，Ａｌ，Ｆｅ等を組成とする灰分がパーセントのオーダーで含有されている
。この内、ＮａやＣａは、各々数百ｐｐｍ以上含有されているのが一般的であるが、これ
らを少なくすることで、透明電極（ＩＴＯ）やその他の電極への浸透を抑制して、電気的
短絡を防止できる傾向がある。
【００５２】
　これらのＮａやＣａを含む灰分の含有量を低減する方法としては、カーボンブラックを
製造する際の原料油や燃料油（又はガス）並びに反応停止水として、これらの含有量が極
力少ない物を厳選すること及びストラクチャーを調整するアルカリ物質の添加量を極力少
なくすることにより可能である。他の方法としては、炉から製出したカーボンブラックを
水や塩酸等で洗いＮａやＣａを溶解し除去する方法が挙げられる。
【００５３】
　具体的にはカーボンブラックを水、塩酸、又は過酸化水素水に混合分散させた後、水に
難溶の溶媒を添加していくとカーボンブラックは溶媒側に移行し、水と完全に分離すると
共にカーボンブラック中に存在した殆どのＮａやＣａは、水や酸に溶解、除去される。Ｎ
ａとＣａの合計量を１００ｐｐｍ以下に低減するためには、原材料を厳選したカーボンブ
ラック製造過程単独或は水や酸溶解方式単独でも可能な場合もあるが、この両方式を併用
することにより更に容易にＮａとＣａの合計量を１００ｐｐｍ以下とすることができる。
【００５４】
　また樹脂被覆カーボンブラックは、ｐＨ６以下のいわゆる酸性カーボンブラックである
ことが好ましい。水中での分散径（アグロミレート径）が小さくなるので、微細ユニット
までの被覆が可能となり好適である。さらに平均粒子径４０ｎｍ以下、ジブチルフタレー
ト（ＤＢＰ）吸収量１４０ｍｌ／１００ｇ以下であることが好ましい。前記範囲内とする
ことで、遮光性の良好な塗膜が得られる傾向がある。平均粒子径は数平均粒子径を意味し
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、電子顕微鏡観察により数万倍で撮影された写真を数視野撮影し、これらの写真の粒子を
画像処理装置により２０００～３０００個程度計測する粒子画像解析により求められる円
相当径を意味する。
【００５５】
　樹脂で被覆されたカーボンブラックを調製する方法には特に限定がないが、たとえばカ
ーボンブラックおよび樹脂の配合量を適宜調整したのち、１．樹脂とシクロヘキサノン、
トルエン、キシレンなどの溶剤とを混合して加熱溶解させた樹脂溶液と、カーボンブラッ
クおよび水を混合した懸濁液とを混合撹拌し、カーボンブラックと水とを分離させた後、
水を除去して加熱混練して得られた組成物をシート状に成形し、粉砕した後、乾燥させる
方法；２．前記と同様にして調製した樹脂溶液と懸濁液とを混合撹拌してカーボンブラッ
クおよび樹脂を粒状化した後、得られた粒状物を分離、加熱して残存する溶剤および水を
除去する方法；３．前記例示した溶剤にマレイン酸、フマル酸などのカルボン酸を溶解さ
せ、カーボンブラックを添加、混合して乾燥させ、溶剤を除去してカルボン酸添着カーボ
ンブラックを得たのち、これに樹脂を添加してドライブレンドする方法；４．被覆させる
樹脂を構成する反応性基含有モノマー成分と水とを高速撹拌して懸濁液を調製し、重合後
冷却して重合体懸濁液から反応性基含有樹脂を得たのち、これにカーボンブラックを添加
して混練し、カーボンブラックと反応性基とを反応させ（カーボンブラックをグラフトさ
せ）、冷却および粉砕する方法などを採用することができる。
【００５６】
　被覆処理する樹脂の種類も特に限定されるものではないが、合成樹脂が一般的であり、
さらに構造の中にベンゼン環を有する樹脂の方が両性系界面活性剤的な働きがより強いた
め分散性及び分散安定性の点から好ましい。
　具体的な合成樹脂としては、フェノール樹脂、メラミン樹脂、キシレン樹脂、ジアリル
フタレート樹脂、グリプタル樹脂、エポキシ樹脂、アルキルベンゼン樹脂等の熱硬化性樹
脂や、ポリスチレン、ポリカーボネート、ポリエチレンテレフタレート、ポリブチレンテ
レフタレート、変性ポリフェニレンオキサイド、ポリスルフォン、ポリパラフェニレンテ
レフタルアミド、ポリアミドイミド、ポリイミド、ポリアミノビスマレイミド、ポリエー
テルスルフォポリフェニレンスルフォン、ポリアリレート、ポリエーテルエーテルケトン
、等の熱可塑性樹脂が使用できる。カーボンブラックに対する樹脂の被覆量は、カーボン
ブラックと樹脂の合計量に対し１～３０質量％が好ましく、前記下限値以上とすることで
被覆を十分なものとすることができる傾向がある。一方、前記上限値以下とすることで、
樹脂同士の粘着を防ぎ、分散性が良好なものとすることができる傾向がある。
【００５７】
　このようにして樹脂で被覆処理してなるカーボンブラックは、常法に従い着色スペーサ
ーの遮光材として用いることができ、この着色スペーサーを構成要素とするカラーフィル
ターを常法により作成することができる。このようなカーボンブラックを用いると、高遮
光率でかつ表面反射率が低い着色スペーサーが低コストで達成できる傾向がある。また、
カーボンブラック表面を樹脂で被覆することにより、ＣａやＮａをカーボンブラック中に
封じ込める働きもあることも推測される。
【００５８】
　また、上述の有機顔料、無機顔料の他に、染料を使用してもよい。色材として使用でき
る染料としては、アゾ系染料、アントラキノン系染料、フタロシアニン系染料、キノンイ
ミン系染料、キノリン系染料、ニトロ系染料、カルボニル系染料、メチン系染料等が挙げ
られる。
　アゾ系染料としては、例えば、Ｃ．Ｉ．アシッドイエロー１１、Ｃ．Ｉ．アシッドオレ
ンジ７、Ｃ．Ｉ．アシッドレッド３７、Ｃ．Ｉ．アシッドレッド１８０、Ｃ．Ｉ．アシッ
ドブルー２９、Ｃ．Ｉ．ダイレクトレッド２８、Ｃ．Ｉ．ダイレクトレッド８３、Ｃ．Ｉ
．ダイレクトイエロー１２、Ｃ．Ｉ．ダイレクトオレンジ２６、Ｃ．Ｉ．ダイレクトグリ
ーン２８、Ｃ．Ｉ．ダイレクトグリーン５９、Ｃ．Ｉ．リアクティブイエロー２、Ｃ．Ｉ
．リアクティブレッド１７、Ｃ．Ｉ．リアクティブレッド１２０、Ｃ．Ｉ．リアクティブ
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ブラック５、Ｃ．Ｉ．ディスパースオレンジ５、Ｃ．Ｉ．ディスパースレッド５８、Ｃ．
Ｉ．ディスパースブルー１６５、Ｃ．Ｉ．ベーシックブルー４１、Ｃ．Ｉ．ベーシックレ
ッド１８、Ｃ．Ｉ．モルダントレッド７、Ｃ．Ｉ．モルダントイエロー５、Ｃ．Ｉ．モル
ダントブラック７等が挙げられる。
【００５９】
　アントラキノン系染料としては、例えば、Ｃ．Ｉ．バットブルー４、Ｃ．Ｉ．アシッド
ブルー４０、Ｃ．Ｉ．アシッドグリーン２５、Ｃ．Ｉ．リアクティブブルー１９、Ｃ．Ｉ
．リアクティブブルー４９、Ｃ．Ｉ．ディスパースレッド６０、Ｃ．Ｉ．ディスパースブ
ルー５６、Ｃ．Ｉ．ディスパースブルー６０等が挙げられる。
　この他、フタロシアニン系染料として、例えば、Ｃ．Ｉ．パッドブルー５等が、キノン
イミン系染料として、例えば、Ｃ．Ｉ．ベーシックブルー３、Ｃ．Ｉ．ベーシックブルー
９等が、キノリン系染料として、例えば、Ｃ．Ｉ．ソルベントイエロー３３、Ｃ．Ｉ．ア
シッドイエロー３、Ｃ．Ｉ．ディスパースイエロー６４等が、ニトロ系染料として、例え
ば、Ｃ．Ｉ．アシッドイエロー１、Ｃ．Ｉ．アシッドオレンジ３、Ｃ．Ｉ．ディスパース
イエロー４２等が挙げられる。
【００６０】
　これらの顔料は、平均粒子径が通常１μｍ以下、好ましくは０．５μｍ以下、更に好ま
しくは０．２５μｍ以下となるよう、分散して用いることが好ましい。ここで平均粒子径
の基準は顔料粒子の数である。
　なお、本発明において、顔料の平均粒子径は、動的光散乱（ＤＬＳ）により測定された
顔料粒子径から求めた値である。粒径測定は、十分に希釈された感光性着色組成物（通常
は希釈して、顔料濃度０．００５～０．２質量％程度に調製。但し測定機器により推奨さ
れた濃度があれば、その濃度に従う）に対して行い、２５℃にて測定する。
【００６１】
　＜（ｂ）アルカリ可溶性樹脂＞
　本発明で用いる（ｂ）アルカリ可溶性樹脂としては、カルボキシル基又は水酸基を含む
樹脂であれば特に限定はなく、例えばエポキシ（メタ）アクリレート系樹脂、アクリル系
樹脂、カルボキシル基含有エポキシ樹脂、カルボキシル基含有ウレタン樹脂、ノボラック
系樹脂、ポリビニルフェノール系樹脂等が挙げられるが、中でもエポキシ（メタ）アクリ
レート系樹脂、アクリル系樹脂が好ましい。これらは１種を単独で、或いは複数種を混合
して使用することができる。
【００６２】
　本発明で用いる（ｂ）アルカリ可溶性樹脂としては、特に下記アルカリ可溶性樹脂（ｂ
１）及び／又はアルカリ可溶性樹脂（ｂ２）（以下「カルボキシル基含有エポキシ（メタ
）アクリレート樹脂」と称す場合がある。）が優れた製版性という観点から好適に用いら
れる。
【００６３】
　＜アルカリ可溶性樹脂（ｂ１）＞
　エポキシ樹脂にα，β－不飽和モノカルボン酸又はカルボキシル基を有するα，β－不
飽和モノカルボン酸エステルを付加させ、さらに、多塩基酸及び／又はその無水物を反応
させることによって得られたアルカリ可溶性樹脂。
　＜アルカリ可溶性樹脂（ｂ２）＞
　エポキシ樹脂にα，β－不飽和モノカルボン酸又はカルボキシル基を有するα，β－不
飽和モノカルボン酸エステルを付加させ、さらに、多価アルコール、及び多塩基酸及び／
又はその無水物と反応させることによって得られたアルカリ可溶性樹脂。
【００６４】
　原料となるエポキシ樹脂として、例えば、ビスフェノールＡ型エポキシ樹脂（例えば、
三菱化学社製の「エピコート（登録商標。以下同じ。）８２８」、「エピコート１００１
」、「エピコート１００２」、「エピコート１００４」等）、ビスフェノールＡ型エポキ
シ樹脂のアルコール性水酸基とエピクロルヒドリンの反応により得られるエポキシ（例え
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ば、日本化薬社製の「ＮＥＲ－１３０２」（エポキシ当量３２３，軟化点７６℃））、ビ
スフェノールＦ型樹脂（例えば、三菱化学社製の「エピコート８０７」、「ＥＰ－４００
１」、「ＥＰ－４００２」、「ＥＰ－４００４等」）、ビスフェノールＦ型エポキシ樹脂
のアルコール性水酸基とエピクロルヒドリンの反応により得られるエポキシ樹脂（例えば
、日本化薬社製の「ＮＥＲ－７４０６」（エポキシ当量３５０，軟化点６６℃））、ビス
フェノールＳ型エポキシ樹脂、ビフェニルグリシジルエーテル（例えば、三菱化学社製の
「ＹＸ－４０００」）、フェノールノボラック型エポキシ樹脂（例えば、日本化薬社製の
「ＥＰＰＮ－２０１」、三菱化学社製の「ＥＰ－１５２」、「ＥＰ－１５４」、ダウケミ
カル社製の「ＤＥＮ－４３８」）、（ｏ，ｍ，ｐ－）クレゾールノボラック型エポキシ樹
脂（例えば、日本化薬社製の「ＥＯＣＮ（登録商標。以下同じ。）－１０２Ｓ」、「ＥＯ
ＣＮ－１０２０」、「ＥＯＣＮ－１０４Ｓ」）、トリグリシジルイソシアヌレート（例え
ば、日産化学社製の「ＴＥＰＩＣ（登録商標）」）、トリスフェノールメタン型エポキシ
樹脂（例えば、日本化薬社製の「ＥＰＰＮ（登録商標。以下同じ。）－５０１」、「ＥＰ
Ｎ－５０２」、「ＥＰＰＮ－５０３」）、脂環式エポキシ樹脂（ダイセル化学工業社製の
「セロキサイド２０２１Ｐ」、「セロキサイド（登録商標。以下同じ。）ＥＨＰＥ」）、
ジシクロペンタジエンとフェノールの反応によるフェノール樹脂をグリシジル化したエポ
キシ樹脂（例えば、ＤＩＣ社製の「ＥＸＡ－７２００」、日本化薬社製の「ＮＣ－７３０
０」）、下記一般式（Ｂ１）～（Ｂ４）で表されるエポキシ樹脂、等を好適に用いること
ができる。具体的には、下記一般式（Ｂ１）で表されるエポキシ樹脂として日本化薬社製
の「ＸＤ－１０００」、下記一般式（Ｂ２）で表されるエポキシ樹脂として日本化薬社製
の「ＮＣ－３０００」、下記一般式（Ｂ４）で表されるエポキシ樹脂として新日鉄住金化
学社製の「ＥＳＦ－３００」等が挙げられる。
【００６５】
【化４】

【００６６】
　上記一般式（Ｂ１）において、ａは平均値を示し０～１０の数を示す。Ｒ111は水素原
子、ハロゲン原子、炭素数１～８のアルキル基、炭素数３～１０のシクロアルキル基、フ
ェニル基、ナフチル基、又はビフェニル基のいずれかを表す。なお、１分子中に存在する
複数のＲ111は、それぞれ同じであっても異なっていてもよい。
【００６７】

【化５】
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　上記一般式（Ｂ２）において、ｂは平均値を示し０～１０の数を示す。Ｒ121は水素原
子、ハロゲン原子、炭素数１～８のアルキル基、炭素数３～１０のシクロアルキル基、フ
ェニル基、ナフチル基、又はビフェニル基のいずれかを表す。なお、１分子中に存在する
複数のＲ121は、それぞれ同じであっても異なっていてもよい。
【００６９】
【化６】

【００７０】
　上記一般式（Ｂ３）において、Ｘは下記一般式（Ｂ３－１）又は（Ｂ３－２）で表され
る連結基を示す。但し、分子構造中に１つ以上のアダマンタン構造を含む。ｃは２又は３
の整数を示す。
【００７１】
【化７】

【００７２】
【化８】

【００７３】
　上記一般式（Ｂ３－１）及び（Ｂ３－２）において、Ｒ131～Ｒ134及びＲ135～Ｒ137は
、それぞれ独立に、置換基を有していてもよいアダマンチル基、水素原子、置換基を有し
ていてもよい炭素数１～１２のアルキル基、又は置換基を有していてもよいフェニル基を
示す。＊は結合手を示す。
【００７４】
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【化９】

【００７５】
　上記一般式（Ｂ４）において、ｐ及びｑはそれぞれ独立に０～４の整数を表し、Ｒ141

及びＲ142はそれぞれ独立して炭素数１～４のアルキル基又はハロゲン原子を表す。Ｒ143

及びＲ144はそれぞれ独立して炭素数１～４のアルキレン基を表す。ｘ及びｙはそれぞれ
独立して０以上の整数を表す。
【００７６】
　これらの中で、一般式（Ｂ１）～（Ｂ４）のいずれかで表されるエポキシ樹脂を用いる
のが好ましい。
【００７７】
　α，β－不飽和モノカルボン酸又はカルボキシル基を有するα，β－不飽和モノカルボ
ン酸エステルとしては、（メタ）アクリル酸、クロトン酸、ｏ－、ｍ－又はｐ－ビニル安
息香酸、（メタ）アクリル酸のα位ハロアルキル、アルコキシル、ハロゲン、ニトロ、シ
アノ置換体などのモノカルボン酸、２－（メタ）アクリロイロキシエチルコハク酸、２－
（メタ）アクリロイロキシエチルアジピン酸、２－（メタ）アクリロイロキシエチルフタ
ル酸、２－（メタ）アクリロイロキシエチルヘキサヒドロフタル酸、２－（メタ）アクリ
ロイロキシエチルマレイン酸、２－（メタ）アクリロイロキシプロピルコハク酸、２－（
メタ）アクリロイロキシプロピルアジピン酸、２－（メタ）アクリロイロキシプロピルテ
トラヒドロフタル酸、２－（メタ）アクリロイロキシプロピルフタル酸、２－（メタ）ア
クリロイロキシプロピルマレイン酸、２－（メタ）アクリロイロキシブチルコハク酸、２
－（メタ）アクリロイロキシブチルアジピン酸、２－（メタ）アクリロイロキシブチルヒ
ドロフタル酸、２－（メタ）アクリロイロキシブチルフタル酸、２－（メタ）アクリロイ
ロキシブチルマレイン酸（メタ）、アクリル酸にε－カプロラクトン、β－プロピオラク
トン、γ－ブチロラクトン、δ－バレロラクトン等のラクトン類を付加させたものである
単量体、或いはヒドロキシアルキル（メタ）アクリレート、ペンタエリスリトールトリ（
メタ）アクリレートに（無水）コハク酸、（無水）フタル酸、（無水）マレイン酸などの
酸（無水物）を付加させた単量体、（メタ）アクリル酸ダイマーなどが挙げられる。
　これらの内、感度の点から、特に好ましいものは（メタ）アクリル酸である。
【００７８】
　エポキシ樹脂にα，β－不飽和モノカルボン酸又はカルボキシル基を有するα，β－不
飽和モノカルボン酸エステルを付加させる方法としては、公知の手法を用いることができ
る。例えば、エステル化触媒の存在下、５０～１５０℃の温度で、α，β－不飽和モノカ
ルボン酸又はカルボキシル基を有するα，β－不飽和モノカルボン酸エステルとエポキシ
樹脂とを反応させることができる。ここで用いるエステル化触媒としては、トリエチルア
ミン、トリメチルアミン、ベンジルジメチルアミン、ベンジルジエチルアミン等の３級ア
ミン、テトラメチルアンモニウムクロリド、テトラエチルアンモニウムクロリド、ドデシ
ルトリメチルアンモニウムクロリド等の４級アンモニウム塩等を用いることができる。
【００７９】
　なお、エポキシ樹脂、α，β－不飽和モノカルボン酸又はカルボキシル基を有するα，
β－不飽和モノカルボン酸エステル、及びエステル化触媒は、いずれも１種を単独で用い
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てもよく、２種以上を併用してもよい。
　α，β－不飽和モノカルボン酸又はカルボキシル基を有するα，β－不飽和モノカルボ
ン酸エステルの使用量は、エポキシ樹脂のエポキシ基１当量に対し０．５～１．２当量の
範囲が好ましく、さらに好ましくは０．７～１．１当量の範囲である。α，β－不飽和モ
ノカルボン酸又はカルボキシル基を有するα，β－不飽和モノカルボン酸エステルの使用
量が少ないと不飽和基の導入量が不足し、引き続く多塩基酸及び／又はその無水物との反
応も不十分となる。また、多量のエポキシ基が残存することも有利ではない。一方、該使
用量が多いとα，β－不飽和モノカルボン酸又はカルボキシル基を有するα，β－不飽和
モノカルボン酸エステルが未反応物として残存する。いずれの場合も硬化特性が悪化する
傾向が認められる。
【００８０】
　多塩基酸及び／又はその無水物としては、マレイン酸、コハク酸、イタコン酸、フタル
酸、テトラヒドロフタル酸、ヘキサヒドロフタル酸、ピロメリット酸、トリメリット酸、
ベンゾフェノンテトラカルボン酸、メチルヘキサヒドロフタル酸、エンドメチレンテトラ
ヒドロフタル酸、クロレンド酸、メチルテトラヒドロフタル酸、ビフェニルテトラカルボ
ン酸、及びこれらの無水物等から選ばれた、１種又は２種以上が挙げられる。
【００８１】
　好ましくは、マレイン酸、コハク酸、イタコン酸、フタル酸、テトラヒドロフタル酸、
ヘキサヒドロフタル酸、ピロメリット酸、トリメリット酸、ビフェニルテトラカルボン酸
、又はこれらの無水物である。特に好ましくは、テトラヒドロフタル酸、ビフェニルテト
ラカルボン酸、無水テトラヒドロフタル酸、又はビフェニルテトラカルボン酸二無水物で
ある。
【００８２】
　多塩基酸及び／又はその無水物の付加反応に関しても公知の手法を用いることができ、
エポキシ樹脂へのα，β－不飽和モノカルボン酸又はカルボキシル基を有するα，β－不
飽和モノカルボン酸エステルの付加反応と同様な条件下で、継続反応させて目的物を得る
ことができる。多塩基酸及び／又はその無水物成分の付加量は、生成するカルボキシル基
含有エポキシ（メタ）アクリレート樹脂の酸価が１０～１５０ｍｇＫＯＨ／ｇの範囲とな
るような程度であることが好ましく、さらに２０～１４０ｍｇＫＯＨ／ｇの範囲となるよ
うな程度であることが好ましい。前記下限値以上とすることでアルカリ現像性が良好とな
る傾向があり、また、前記上限値以下とすることで硬化性能が良好となる傾向がある。
【００８３】
　なお、この多塩基酸及び／又はその無水物の付加反応時に、トリメチロールプロパン、
ペンタエリスリトール、ジペンタエリスリトールなどの多官能アルコールを添加し、多分
岐構造を導入したものとしてもよい。
　カルボキシル基含有エポキシ（メタ）アクリレート樹脂は、通常、エポキシ樹脂とα，
β－不飽和モノカルボン酸又はカルボキシル基を有するα，β－不飽和モノカルボン酸エ
ステルとの反応物に、多塩基酸及び／又はその無水物を混合した後、もしくは、エポキシ
樹脂とα，β－不飽和モノカルボン酸又はカルボキシル基を有するα，β－不飽和モノカ
ルボン酸エステルとの反応物に、多塩基酸及び／又はその無水物及び多官能アルコールを
混合した後に、加温することにより得られる。この場合、多塩基酸及び／又はその無水物
と多官能アルコールの混合順序に、特に制限はない。加温により、エポキシ樹脂とα，β
－不飽和モノカルボン酸又はカルボキシル基を有するα，β－不飽和モノカルボン酸エス
テルとの反応物と多官能アルコールとの混合物中に存在するいずれかの水酸基に対して多
塩基酸及び／又はその無水物が付加反応する。
【００８４】
　カルボキシル基含有エポキシ（メタ）アクリレート樹脂の、ゲルパーミエーションクロ
マトグラフィー（ＧＰＣ）で測定したポリスチレン換算の重量平均分子量（Ｍｗ）は通常
１０００以上、好ましくは１５００以上であり、通常１００００以下、好ましくは８００
０以下、より好ましくは６０００以下である。この重量平均分子量が小さいと、現像液に
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対する溶解性が高く、大きすぎると現像液に対する溶解性が低い。
【００８５】
　カルボキシル基含有エポキシ（メタ）アクリレート樹脂は、１種を単独で用いても、２
種以上の樹脂を混合して用いてもよい。
　また、前述のカルボキシル基含有エポキシ（メタ）アクリレート樹脂の一部を、他のバ
インダー樹脂に置き換えて用いてもよい。即ち、カルボキシル基含有エポキシ（メタ）ア
クリレート樹脂と他のバインダー樹脂を併用してもよい。この場合において、（ｂ）アル
カリ可溶性樹脂におけるカルボキシル基含有エポキシ（メタ）アクリレート樹脂の割合を
、５０質量％以上、特に８０質量％以上とすることが好ましい。
【００８６】
　カルボキシル基含有エポキシ（メタ）アクリレート樹脂と併用しうる他のバインダー樹
脂に制限は無く、感光性着色組成物に通常使用される樹脂から選択すればよい。例えば、
特開２００７－２７１７２７号公報、特開２００７－３１６６２０号公報、特開２００７
－３３４２９０号公報などに記載のバインダー樹脂などが挙げられる。なお、他のバイン
ダー樹脂はいずれも、１種類を単独で用いても、２種以上を組み合わせて使用してもよい
。
【００８７】
　また、（ｂ）アルカリ可溶性樹脂として、製版性の観点から、アクリル系樹脂を用いる
ことが好ましく、特開２０１４－１３７４６６号公報に記載のものを好ましく用いること
ができる。
【００８８】
　アクリル系樹脂としては、例えば、１個以上のカルボキシル基を有するエチレン性不飽
和単量体（以下、「不飽和単量体（ｂ１）」という。）と他の共重合可能なエチレン性不
飽和単量体（以下、「不飽和単量体（ｂ２）」という。）との共重合体を挙げることがで
きる。
　不飽和単量体（ｂ１）としては、例えば、（メタ）アクリル酸、クロトン酸、α－クロ
ルアクリル酸、けい皮酸の如き不飽和モノカルボン酸；マレイン酸、無水マレイン酸、フ
マル酸、イタコン酸、無水イタコン酸、シトラコン酸、無水シトラコン酸、メサコン酸の
如き不飽和ジカルボン酸又はその無水物；こはく酸モノ〔２－（メタ）アクリロイロキシ
エチル〕、フタル酸モノ〔２－（メタ）アクリロイロキシエチル〕の如き２価以上の多価
カルボン酸のモノ〔（メタ）アクリロイロキシアルキル〕エステル；ω－カルボキシポリ
カプロラクトンモノ（メタ）アクリレートの如き両末端にカルボキシ基と水酸基とを有す
るポリマーのモノ（メタ）アクリレート；ｐ－ビニル安息香酸等を挙げることができる。
　これらの不飽和単量体（ｂ１）は、単独で又は２種以上を混合して使用することができ
る。
【００８９】
　また、不飽和単量体（ｂ２）としては、例えば、Ｎ－フェニルマレイミド、Ｎ－シクロ
ヘキシルマレイミドの如きＮ－位置換マレイミド；スチレン、α－メチルスチレン、ｐ－
ヒドロキシスチレン、ｐ－ヒドロキシ－α－メチルスチレン、ｐ－ビニルベンジルグリシ
ジルエーテル、アセナフチレンの如き芳香族ビニル化合物；
【００９０】
　メチル（メタ）アクリレート、ｎ－ブチル（メタ）アクリレート、２－エチルヘキシル
（メタ）アクリレート、２－ヒドロキシエチル（メタ）アクリレート、アリル（メタ）ア
クリレート、ベンジル（メタ）アクリレート、ポリエチレングルコール（重合度２～１０
）メチルエーテル（メタ）アクリレート、ポリプロピレングルコール（重合度２～１０）
メチルエーテル（メタ）アクリレート、ポリエチレングリコール（重合度２～１０）モノ
（メタ）アクリレート、ポリプロピレングリコール（重合度２～１０）モノ（メタ）アク
リレート、シクロヘキシル（メタ）アクリレート、イソボルニル（メタ）アクリレート、
トリシクロ［５．２．１．０2,6］デカン－８－イル（メタ）アクリレート、ジシクロペ
ンテニル（メタ）アクリレート、グリセロールモノ（メタ）アクリレート、４－ヒドロキ
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シフェニル（メタ）アクリレート、パラクミルフェノールのエチレンオキサイド変性（メ
タ）アクリレート、グリシジル（メタ）アクリレート、３，４－エポキシシクロヘキシル
メチル（メタ）アクリレート、３－〔（メタ）アクリロイルオキシメチル〕オキセタン、
３－〔（メタ）アクリロイルオキシメチル〕－３－エチルオキセタンの如き（メタ）アク
リル酸エステル；
【００９１】
　シクロヘキシルビニルエーテル、イソボルニルビニルエーテル、トリシクロ［５．２．
１．０2,6］デカン－８－イルビニルエーテル、ペンタシクロペンタデカニルビニルエー
テル、３－（ビニルオキシメチル）－３－エチルオキセタンの如きビニルエーテル；ポリ
スチレン、ポリメチル（メタ）アクリレート、ポリ－ｎ－ブチル（メタ）アクリレート、
ポリシロキサンの如き重合体分子鎖の末端にモノ（メタ）アクリロイル基を有するマクロ
モノマー等を挙げることができる。
　これらの不飽和単量体（ｂ２）は、単独で又は２種以上を混合して使用することができ
る。
【００９２】
　不飽和単量体（ｂ１）と不飽和単量体（ｂ２）の共重合体において、該共重合体中の不
飽和単量体（ｂ１）の共重合割合は、好ましくは５～５０質量％、更に好ましくは１０～
４０質量％である。このような範囲で不飽和単量体（ｂ１）を共重合させることにより、
アルカリ現像性及び保存安定性に優れた感光性着色組成物を得ることができる傾向がある
。
【００９３】
　不飽和単量体（ｂ１）と不飽和単量体（ｂ２）の共重合体の具体例としては、例えば、
特開平７－１４０６５４号公報、特開平８－２５９８７６号公報、特開平１０－３１３０
８号公報、特開平１０－３００９２２号公報、特開平１１－１７４２２４号公報、特開平
１１－２５８４１５号公報、特開２０００－５６１１８号公報、特開２００４－１０１７
２８号公報等に開示されている共重合体を挙げることができる。
　不飽和単量体（ｂ１）と不飽和単量体（ｂ２）の共重合体は、公知の方法により製造す
ることができるが、例えば、特開２００３－２２２７１７号公報、特開２００６－２５９
６８０号公報、国際公開第２００７／０２９８７１号パンフレット等に開示されている方
法により、その構造やＭｗ、Ｍｗ／Ｍｎを制御することもできる。
【００９４】
　＜（ｃ）光重合開始剤＞
　（ｃ）光重合開始剤は、光を直接吸収し、分解反応又は水素引き抜き反応を起こし、重
合活性ラジカルを発生する機能を有する成分である。必要に応じて重合促進剤（連鎖移動
剤）、増感色素等の付加剤を添加して使用してもよい。
【００９５】
　本発明の感光性着色組成物における（ｃ）光重合開始剤は、オキシムエステル系化合物
及びトリアジン系化合物を含む。オキシムエステル系化合物及びトリアジン系化合物を含
むことにより、光硬化に加えて熱硬化が促進されることとなり、信頼性が良好となるもの
と考えられる。
　また、現像工程時に所定の形状を形成するために（ｃ）光重合開始剤の含有割合を所定
量以下に設定する場合がある。そのような条件下においては特に信頼性が悪化する傾向が
あるが、オキシムエステル系化合物及びトリアジン系化合物を用いることで信頼性が良好
となる。
【００９６】
　＜オキシムエステル系化合物＞
　オキシムエステル系化合物は、その構造の中に紫外線を吸収する構造と光エネルギーを
伝達する構造とラジカルを発生する構造を併せ持っているために、少量で感度が高く、か
つ、熱反応に対して安定であり、少量で高感度な感光性着色組成物を得ることが可能であ
る。
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【００９７】
　オキシムエステル系化合物としては、例えば、下記一般式（Ｉ）で表される化合物が挙
げられる。
【００９８】
【化１０】

【００９９】
　上記式（Ｉ）中、Ｒ21aは、水素原子、置換基を有していてもよいアルキル基、又は、
置換基を有していてもよい芳香族環基を示す。
　Ｒ21bは芳香環又はヘテロ芳香環を含む任意の置換基を示す。
　Ｒ22aは、置換基を有していてもよいアルカノイル基、又は、置換基を有していてもよ
いアリーロイル基を示す。
【０１００】
　Ｒ21aにおけるアルキル基の炭素数は特に限定されないが、溶媒への溶解性や感度の観
点から、通常１以上、好ましくは２以上、また、通常２０以下、好ましくは１５以下、よ
り好ましくは１０以下である。アルキル基の具体例としては、メチル基、エチル基、プロ
ピル基、シクロペンチルエチル基、プロピル基等が挙げられる。
　アルキル基が有していてもよい置換基としては、芳香族環基、水酸基、カルボキシル基
、ハロゲン原子、アミノ基、アミド基、４－（２－メトキシ－１－メチル）エトキシ－２
－メチルフェニル基又はＮ－アセチル－Ｎ－アセトキシアミノ基などが挙げられ、合成容
易性の観点からは、無置換であることが好ましい。
【０１０１】
　Ｒ21aにおける芳香族環基としては、芳香族炭化水素環基及び芳香族複素環基が挙げら
れる。芳香族環基の炭素数は特に限定されないが、感光性着色組成物への溶解性の観点か
ら５以上であることが好ましい。また、現像性の観点から３０以下であることが好ましく
、２０以下であることがより好ましく、１２以下であることがさらに好ましい。
【０１０２】
　芳香族環基の具体例としては、フェニル基、ナフチル基、ピリジル基、フリル基などが
挙げられ、これらの中でも現像性の観点から、フェニル基又はナフチル基が好ましく、フ
ェニル基がより好ましい。
　芳香族環基が有していてもよい置換基としては、水酸基、カルボキシル基、ハロゲン原
子、アミノ基、アミド基、アルキル基などが挙げられ、現像性の観点から水酸基、カルボ
キシル基が好ましく、カルボキシル基がより好ましい。
　これらの中でも、現像性の観点から、Ｒ21aが置換基を有していてもよいアルキル基で
あることが好ましく、無置換のアルキル基であることがより好ましく、メチル基であるこ
とがさらに好ましい。
【０１０３】
　また、Ｒ21bとしては、好ましくは置換されていてもよいカルバゾール基、置換されて
いてもよいチオキサントニル基又は置換されていてもよいジフェニルスルフィド基が挙げ
られる。これらの中でも、ＮＭＰ溶出の抑制の観点から、置換されていてもよいジフェニ
ルスルフィド基が好ましい。
【０１０４】
　また、Ｒ22aにおけるアルカノイル基の炭素数は特に限定されないが、溶媒への溶解性
や感度の観点から、通常２以上、好ましくは３以上、また、通常２０以下、好ましくは１
５以下、より好ましくは１０以下、さらに好ましくは５以下である。アルカノイル基の具
体例としては、アセチル基、エチロイル基、プロパノイル基、ブタノイル基等が挙げられ
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る。
　アルカノイル基が有していてもよい置換基としては、芳香族環基、水酸基、カルボキシ
ル基、ハロゲン原子、アミノ基、アミド基などが挙げられ、合成容易性の観点からは、無
置換であることが好ましい。
【０１０５】
　また、Ｒ22aにおけるアリーロイル基の炭素数は特に限定されないが、溶媒への溶解性
や感度の観点から、通常７以上、好ましくは８以上、また、通常２０以下、好ましくは１
５以下、より好ましくは１０以下である。アリーロイル基の具体例としては、ベンゾイル
基、ナフトイル基等が挙げられる。
　アリーロイル基が有していてもよい置換基としては、水酸基、カルボキシル基、ハロゲ
ン原子、アミノ基、アミド基、アルキル基などが挙げられ、合成容易性の観点からは、無
置換であることが好ましい。
　これらの中でも、感度の観点から、Ｒ22aが置換基を有していてもよいアルカノイル基
であることが好ましく、無置換のアルカノイル基であることがより好ましく、アセチル基
であることがさらに好ましい。
【０１０６】
　前記一般式（Ｉ）で表される化合物の中でも、ＮＭＰ溶出の抑制の観点からは、下記一
般式（ＩＩ）で表される化合物が好ましい。
【０１０７】
【化１１】

【０１０８】
　上記一般式（ＩＩ）において、Ｒ23は、置換基を有していてもよいアルキル基、又は置
換基を有していてもよい芳香族環基を表す。
　Ｒ24は、置換基を有していてもよいアルキル基、又は置換基を有していてもよい芳香族
環基を表す。
　Ｒ25は、水酸基、カルボキシル基又は下記一般式（ＩＩ－１）で表される基を表し、ｈ
は０～５の整数を表す。
　式（Ｉ）中に示されるベンゼン環はさらに置換基を有していてもよい。
【０１０９】
【化１２】

【０１１０】
　式（ＩＩ－１）中、Ｒ25aは、－Ｏ－、－Ｓ－、－ＯＣＯ－又は－ＣＯＯ－を表す。
　Ｒ25bは、置換基を有していてもよいアルキレン基を表す。
　Ｒ25bのアルキレン部分は、－Ｏ－、－Ｓ－、－ＣＯＯ－又は－ＯＣＯ－により１～５
回中断されていてもよい。Ｒ25のアルキレン部分は分岐側鎖があってもよく、シクロヘキ
シレンであってもよい。
　Ｒ25cは、水酸基又はカルボキシル基を表す。
【０１１１】
　Ｒ23におけるアルキル基の炭素数は特に限定されないが、感光性着色組成物への溶解性
の観点から１以上であることが好ましい。また、現像性の観点から２０以下であることが
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好ましく、１０以下であることがより好ましく、８以下であることがさらに好ましく、５
以下であることがよりさらに好ましく、３以下であることが特に好ましい。
【０１１２】
　アルキル基の具体例としては、メチル基、ヘキシル基、シクロペンチルメチル基などが
挙げられ、これらの中でも現像性の観点から、メチル基又はへキシル基が好ましく、メチ
ル基がより好ましい。
　アルキル基が有していてもよい置換基としては、芳香族環基、水酸基、カルボキシル基
、ハロゲン原子、アミノ基、アミド基などが挙げられ、アルカリ現像性の観点から水酸基
、カルボキシル基が好ましく、カルボキシル基がより好ましい。また、合成容易性の観点
からは、無置換であることが好ましい。
【０１１３】
　Ｒ23における芳香族環基としては、芳香族炭化水素環基及び芳香族複素環基が挙げられ
る。芳香族環基の炭素数は特に限定されないが、感光性着色組成物への溶解性の観点から
５以上であることが好ましい。また、現像性の観点から３０以下であることが好ましく、
２０以下であることがより好ましく、１２以下であることがさらに好ましい。
【０１１４】
　芳香族環基の具体例としては、フェニル基、ナフチル基、ピリジル基、フリル基などが
挙げられ、これらの中でも現像性の観点から、フェニル基又はナフチル基が好ましく、フ
ェニル基がより好ましい。
　芳香族環基が有していてもよい置換基としては、水酸基、カルボキシル基、ハロゲン原
子、アミノ基、アミド基、アルキル基などが挙げられ、現像性の観点から水酸基、カルボ
キシル基が好ましく、カルボキシル基がより好ましい。
　これらの中でも、現像性の観点から、Ｒ23が置換基を有していてもよいアルキル基であ
ることが好ましく、無置換のアルキル基であることがより好ましく、メチル基であること
がさらに好ましい。
【０１１５】
　Ｒ24におけるアルキル基の炭素数は特に限定されないが、感度の観点から１以上である
ことが好ましい。また、感度の観点から２０以下であることが好ましく、１０以下である
ことがより好ましく、５以下であることがさらに好ましく、３以下であることが特に好ま
しい。
【０１１６】
　アルキル基の具体例としては、メチル基、エチル基、プロピル基などが挙げられ、これ
らの中でも感度の観点から、メチル基又はエチル基が好ましく、メチル基がより好ましい
。
　アルキル基が有していてもよい置換基としては、ハロゲン原子、水酸基、カルボキシル
基、アミノ基、アミド基などが挙げられ、アルカリ現像性の観点から水酸基、カルボキシ
ル基が好ましく、カルボキシル基がより好ましく、他方合成容易性の観点からは無置換で
あることが好ましい。
【０１１７】
　Ｒ24における芳香族環基としては、芳香族炭化水素環基及び芳香族複素環基が挙げられ
る。その炭素数は３０以下であることが好ましく１２以下であることがより好ましく、通
常４以上であり、６以上であることが好ましい。前記上限値以下とすることで、高感度と
なる傾向があり、前記下限値以上とすることで低昇華性となる傾向がある。
【０１１８】
　芳香族炭化水素環基は、１個の遊離原子価を有する芳香族炭化水素環を意味する。芳香
族炭化水素環基の芳香族炭化水素環は、単環であっても縮合環であってもよく、ベンゼン
環、ナフタレン環、アントラセン環、フェナントレン環、ペリレン環、テトラセン環、ピ
レン環、ベンズピレン環、クリセン環、トリフェニレン環、アセナフテン環、フルオラン
テン環、フルオレン環などが挙げられる。
　また、芳香族複素環基は、１個の遊離原子価を有する芳香族複素環を意味する。芳香族
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複素環基の芳香族複素環は、単環であっても縮合環であってもよく、例えば、フラン環、
ベンゾフラン環、チオフェン環、ベンゾチオフェン環、ピロール環、ピラゾール環、イミ
ダゾール環、オキサジアゾール環、インドール環、カルバゾール環、ピロロイミダゾール
環、ピロロピラゾール環、ピロロピロール環、チエノピロール環、チエノチオフェン環、
フロピロール環、フロフラン環、チエノフラン環、ベンゾイソオキサゾール環、ベンゾイ
ソチアゾール環、ベンゾイミダゾール環、ピリジン環、ピラジン環、ピリダジン環、ピリ
ミジン環、トリアジン環、キノリン環、イソキノリン環、シノリン環、キノキサリン環、
フェナントリジン環、ベンゾイミダゾール環、ペリミジン環、キナゾリン環、キナゾリノ
ン環、アズレン環などが挙げられる。
　芳香族環基が有していてもよい置換基としては、アルキル基、ハロゲン原子、水酸基、
カルボキシル基などが挙げられる。
　これらの中でも、感度の観点から、Ｒ24が置換基を有していてもよいアルキル基である
ことが好ましく、無置換のアルキル基であることがより好ましく、メチル基であることが
さらに好ましい。
　他方、製版性の観点から、Ｒ24が置換基を有していてもよい芳香族環基であることが好
ましく、置換基を有していてもよい芳香族炭化水素基であることがより好ましく、無置換
の芳香族炭化水素基であることがさらに好ましく、フェニル基であることが特に好ましい
。
【０１１９】
　Ｒ25は、水酸基、カルボキシル基又は前記一般式（ＩＩ－１）で表される基であるが、
これらの中でも、感度及び現像性の観点から、前記一般式（ＩＩ－１）で表される基であ
ることが好ましい。
　前記一般式（ＩＩ－１）において、前述のとおり、Ｒ25aは、－Ｏ－、－Ｓ－、－ＯＣ
Ｏ－又は－ＣＯＯ－を表すが、これらの中でも、感度及び現像性の観点から、－Ｏ－又は
－ＯＣＯ－が好ましく、－Ｏ－がより好ましい。
【０１２０】
　前述のとおり、Ｒ25bは、置換基を有していてもよいアルキレン基を表す。
　Ｒ25bにおけるアルキレン基の炭素数は特に限定されないが、感光性着色組成物への溶
解性の観点から１以上であることが好ましく、２以上であることがより好ましく、また、
２０以下であることが好ましく、１０以下であることがより好ましく、５以下であること
がさらに好ましく、３以下であることが特に好ましい。
　アルキレン基は、直鎖でもよく、分岐していてもよく、脂肪族環を含むものであっても
よい。これらの中でも、感光性着色組成物への溶解性の観点から、直鎖であることが好ま
しい。
【０１２１】
　アルキレン基の具体例としては、メチレン基、エチレン基、プロピレン基などが挙げら
れ、これらの中でも感光性着色組成物への溶解性の観点から、メチレン基がより好ましい
。
【０１２２】
　前述のとおりＲ25cは、水酸基又はカルボキシル基である。耐溶剤性（液晶汚染性）の
観点からは、Ｒ25cが水酸基であることが好ましい。
【０１２３】
　前記一般式（ＩＩ）において、ｈは０～５の整数を表す。特に、現像性の観点からはｈ
は１以上であることが好ましく、また４以下であることが好ましく、３以下であることが
より好ましく、２以下であることがさらに好ましく、１であることが最も好ましい。
　他方、合成容易性の観点からは、ｈは０であることが好ましい。
【０１２４】
　前記一般式（ＩＩ）で表されるオキシムエステル系化合物の具体例としては、以下のも
のを挙げることができる。
【０１２５】
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【化１３】

【０１２６】
　前記一般式（ＩＩ）で表されるオキシムエステル系化合物の製造方法については特に限
定されないが、例えば、特開２０００－０８００６８号公報に記載の方法で製造すること
ができる。
【０１２７】
　また、オキシムエステル系化合物としては、前記一般式（Ｉ）や（ＩＩ）以外の化合物
を用いることもでき、例えば、特開２０００－８００６８号公報、特開２００６－３６７
５０号公報、国際公開第２００８／０７５５６４号パンフレット、国際公開第２００９／
１３１１８９号パンフレット、特表２０１４－５００８５２号公報等に記載されているオ
キシムエステル誘導体等を用いることもできる。
　オキシムエステル系化合物は、１種類を単独で用いても、２種類以上を組み合わせて使
用してもよい。
【０１２８】
　本発明の感光性着色組成物における（ｃ）光重合開始剤は、オキシムエステル系化合物
を含むものであるが、その他の光重合開始剤をさらに含むものであってもよい。
　その他の光重合開始剤としては、例えば、特開昭５９－１５２３９６号公報、特開昭６
１－１５１１９７号公報に記載のチタノセン化合物を含むメタロセン化合物；特開２００
０－５６１１８号公報に記載のヘキサアリールビイミダゾール誘導体；特開平１０－３９
５０３号公報記載のハロメチル化オキサジアゾール誘導体、ハロメチル－ｓ－トリアジン
誘導体、Ｎ－フェニルグリシン等のＮ－アリール－α－アミノ酸類、Ｎ－アリール－α－
アミノ酸塩類、Ｎ－アリール－α－アミノ酸エステル類等のラジカル活性剤、α－アミノ
アルキルフェノン誘導体などが挙げられる。
【０１２９】
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　＜トリアジン系化合物＞
　トリアジン系化合物としては、トリアジン構造を有する光重合開始剤であれば特に限定
されずに用いることができるが、熱硬化促進の観点から、下記一般式（ＩＩＩ）で表され
る化合物を用いることができる。
【０１３０】
【化１４】

【０１３１】
　上記式（ＩＩＩ）中、Ｒ26及びＲ27は、各々独立に、置換基を有していてもよいトリハ
ロメチル基を示す。
　Ｒ28は、置換基を有していてもよいアルキル基、置換基を有していてもよいアルケニル
基、又は、置換基を有していてもよい芳香族環基を示す。
【０１３２】
　Ｒ26及びＲ27のトリハロメチル基が有するハロゲン原子の種類は特に限定されないが、
フッ素原子、塩素原子、臭素原子、ヨウ素原子が挙げられ、中でもラジカル発生効率の観
点から、塩素原子であることが好ましい。
【０１３３】
　また、Ｒ28におけるアルキル基の炭素数は特に限定されないが、ラジカル発生効率の観
点から、１以上であることが好ましい。また、熱分解効率の観点から１０以下であること
が好ましく、８以下であることがより好ましく、５以下であることがさらに好ましく、３
以下であることが特に好ましい。
【０１３４】
　アルキル基の具体例としては、メチル基、エチル基、プロピル基、ブチル基、ペンチル
基、ヘキシル基などが挙げられ、これらの中でもラジカル発生効率の観点から、メチル基
又はエチル基が好ましく、メチル基がより好ましい。
　アルキル基が有していてもよい置換基としては、芳香族環基、水酸基、カルボキシル基
、ハロゲン原子、アミノ基、アミド基などが挙げられ、ラジカル発生効率の観点からハロ
ゲン原子が好ましく、塩素原子であることがより好ましい。
【０１３５】
　また、Ｒ28におけるアルケニル基の炭素数は特に限定されないが、i線領域に強い吸収
を持つとの観点から、２以上であることが好ましい。また、熱分解効率の観点から２０以
下であることが好ましく、１０以下であることがより好ましく、８以下であることがさら
に好ましく、５以下であることがよりさらに好ましく、３以下であることが特に好ましい
。
【０１３６】
　アルケニル基の具体例としては、ビニル基、アリル基、ブテニル基などが挙げられ、こ
れらの中でもi線領域に強い吸収を持つとの観点から、ビニル基又はアリル基が好ましく
、ビニル基がより好ましい。
　ビニル基が有していてもよい置換基としては、芳香族環基、水酸基、カルボキシル基、
アルコキシ基、ハロゲン原子、アミノ基、アミド基などが挙げられ、保存安定性の観点か
ら芳香族環基であることがより好ましい。
　なお、ビニル基の水素原子の一部が芳香族環基で置換されている場合、該芳香族環基は



(26) JP 2017-53942 A 2017.3.16

10

20

30

40

50

さらに置換されていてもよい。この場合の置換基としては、水酸基、カルボキシル基、ア
ルコキシ基、ハロゲン原子、アミノ基、アミド基などが挙げられる。
【０１３７】
　また、Ｒ28における芳香族環基としては、芳香族炭化水素環基及び芳香族複素環基が挙
げられる。芳香族環基の炭素数は特に限定されないが、i線領域に強い吸収を持つの観点
から６以上であることが好ましい。また、熱分解効率の観点から２０以下であることが好
ましく、１０以下であることがより好ましく、８以下であることがさらに好ましい。
【０１３８】
　芳香族環基の具体例としては、フェニル基、ナフチル基、ピリジル基、フリル基などが
挙げられ、これらの中でもi線領域に強い吸収を持つとの観点から、フェニル基又はナフ
チル基が好ましく、フェニル基がより好ましい。
　芳香族環基が有していてもよい置換基としては、芳香族環基、水酸基、カルボキシル基
、アルコキシ基、ハロゲン原子、アミノ基、アミド基、アルキル基などが挙げられ、保存
安定性の観点から芳香族環基、水酸基、アルコキシ基、ハロゲン原子が好ましい。
【０１３９】
　これらの中でも、i線領域に強い吸収を持つの観点から、Ｒ28が置換基を有していても
よいアルケニル基、置換基を有していてもよい芳香族環基であることが好ましく、置換基
を有していてもよいアルケニル基であることがより好ましい。
【０１４０】
　トリアジン系化合物の具体例としては、２－（４－メトキシフェニル）－４，６－ビス
（トリクロロメチル）－ｓ－トリアジン、２－（４－メトキシナフチル）－４，６－ビス
（トリクロロメチル）－ｓ－トリアジン、２－（４－エトキシナフチル）－４，６－ビス
（トリクロロメチル）－ｓ－トリアジン、２－（４－エトキシカルボニルナフチル）－４
，６－ビス（トリクロロメチル）－ｓ－トリアジンなどのハロメチル化トリアジン誘導体
が挙げられる。
　トリアジン系化合物は、１種類を単独で用いても、２種類以上を組み合わせて使用して
もよい。
　トリアジン系化合物の分解温度は特に限定されないが、１００℃以上であることが好ま
しく、１５０℃以上であることがより好ましく、また、２５０℃以下であることが好まし
く、２３０℃以下であることがより好ましい。前記下限値以上とすることで保存安定性の
確保がしやすい傾向があり、また、前記上限値以下とすることで熱分解による熱硬化が促
進できる傾向がある。
【０１４１】
　光重合開始剤には、必要に応じて、感応感度を高める目的で、画像露光光源の波長に応
じた増感色素、重合促進剤を配合させることができる。増感色素としては、特開平４－２
２１９５８号公報、特開平４－２１９７５６号公報に記載のキサンテン色素、特開平３－
２３９７０３号公報、特開平５－２８９３３５号公報に記載の複素環を有するクマリン色
素、特開平３－２３９７０３号公報、特開平５－２８９３３５号公報に記載の３－ケトク
マリン化合物、特開平６－１９２４０号公報に記載のピロメテン色素、その他、特開昭４
７－２５２８号公報、特開昭５４－１５５２９２号公報、特公昭４５－３７３７７号公報
、特開昭４８－８４１８３号公報、特開昭５２－１１２６８１号公報、特開昭５８－１５
５０３号公報、特開昭６０－８８００５号公報、特開昭５９－５６４０３号公報、特開平
２－６９号公報、特開昭５７－１６８０８８号公報、特開平５－１０７７６１号公報、特
開平５－２１０２４０号公報、特開平４－２８８８１８号公報に記載のジアルキルアミノ
ベンゼン骨格を有する色素等を挙げることができる。
【０１４２】
　これらの増感色素のうち好ましいものは、アミノ基含有増感色素であり、更に好ましい
ものは、アミノ基及びフェニル基を同一分子内に有する化合物である。特に、好ましいの
は、例えば、４，４’－ジメチルアミノベンゾフェノン、４，４’－ジエチルアミノベン
ゾフェノン、２－アミノベンゾフェノン、４－アミノベンゾフェノン、４，４’－ジアミ
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ノベンゾフェノン、３，３’－ジアミノベンゾフェノン、３，４－ジアミノベンゾフェノ
ン等のベンゾフェノン系化合物；２－（ｐ－ジメチルアミノフェニル）ベンゾオキサゾー
ル、２－（ｐ－ジエチルアミノフェニル）ベンゾオキサゾール、２－（ｐ－ジメチルアミ
ノフェニル）ベンゾ［４，５］ベンゾオキサゾール、２－（ｐ－ジメチルアミノフェニル
）ベンゾ［６，７］ベンゾオキサゾール、２，５－ビス（ｐ－ジエチルアミノフェニル）
－１，３，４－オキサゾール、２－（ｐ－ジメチルアミノフェニル）ベンゾチアゾール、
２－（ｐ－ジエチルアミノフェニル）ベンゾチアゾール、２－（ｐ－ジメチルアミノフェ
ニル）ベンズイミダゾール、２－（ｐ－ジエチルアミノフェニル）ベンズイミダゾール、
２，５－ビス（ｐ－ジエチルアミノフェニル）－１，３，４－チアジアゾール、（ｐ－ジ
メチルアミノフェニル）ピリジン、（ｐ－ジエチルアミノフェニル）ピリジン、（ｐ－ジ
メチルアミノフェニル）キノリン、（ｐ－ジエチルアミノフェニル）キノリン、（ｐ－ジ
メチルアミノフェニル）ピリミジン、（ｐ－ジエチルアミノフェニル）ピリミジン等のｐ
－ジアルキルアミノフェニル基含有化合物等である。このうち最も好ましいものは、４，
４’－ジアルキルアミノベンゾフェノンである。
　増感色素もまた１種を単独で用いてもよく、２種以上を併用してもよい。
【０１４３】
　重合促進剤としては、例えば、ｐ－ジメチルアミノ安息香酸エチル、安息香酸２－ジメ
チルアミノエチル等の芳香族アミン、ｎ－ブチルアミン、Ｎ－メチルジエタノールアミン
等の脂肪族アミン、後述するメルカプト化合物等が用いられる。重合促進剤は、１種類を
単独で用いても、２種以上を組み合わせて使用してもよい。
【０１４４】
　＜（ｄ）エチレン性不飽和化合物＞
　本発明の感光性着色組成物は、（ｄ）エチレン性不飽和化合物を含む。（ｄ）エチレン
性不飽和化合物を含むことで、高感度となると考えられる。
　本発明に用いられるエチレン性不飽和化合物は、分子内にエチレン性不飽和基を少なく
とも１個有する化合物である。具体的には、例えば（メタ）アクリル酸、（メタ）アクリ
ル酸アルキルエステル、アクリロニトリル、スチレン、及びエチレン性不飽和結合を１個
有するカルボン酸と、多価又は１価アルコールのモノエステル、等が挙げられる。
【０１４５】
　本発明においては、特に、１分子中にエチレン性不飽和基を二個以上有する多官能エチ
レン性単量体を使用することが望ましい。多官能エチレン性単量体が有するエチレン性不
飽和基の数は特に限定されないが、通常２以上であり、好ましくは３以上であり、より好
ましくは５以上であり、また、好ましくは、１５以下であり、より好ましくは、１０以下
である。前記下限値以上とすることで重合性が向上して高感度となる傾向があり、前記上
限値以下とすることで現像性がより良好となる傾向がある。
　多官能エチレン性単量体の例としては、例えば脂肪族ポリヒドロキシ化合物と不飽和カ
ルボン酸とのエステル；芳香族ポリヒドロキシ化合物と不飽和カルボン酸とのエステル；
脂肪族ポリヒドロキシ化合物、芳香族ポリヒドロキシ化合物等の多価ヒドロキシ化合物と
、不飽和カルボン酸及び多塩基性カルボン酸とのエステル化反応により得られるエステル
などが挙げられる。
【０１４６】
　前記脂肪族ポリヒドロキシ化合物と不飽和カルボン酸とのエステルとしては、エチレン
グリコールジアクリレート、トリエチレングリコールジアクリレート、トリメチロールプ
ロパントリアクリレート、トリメチロールエタントリアクリレート、ペンタエリスリトー
ルジアクリレート、ペンタエリスリトールトリアクリレート、ペンタエリスリトールテト
ラアクリレート、ジペンタエリスリトールテトラアクリレート、ジペンタエリスリトール
ペンタアクリレート、ジペンタエリスリトールヘキサアクリレート、グリセロールアクリ
レート等の脂肪族ポリヒドロキシ化合物のアクリル酸エステル、これら例示化合物のアク
リレートをメタクリレートに代えたメタクリル酸エステル、同様にイタコネートに代えた
イタコン酸エステル、クロネートに代えたクロトン酸エステルもしくはマレエートに代え
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たマレイン酸エステル等が挙げられる。
【０１４７】
　芳香族ポリヒドロキシ化合物と不飽和カルボン酸とのエステルとしては、ハイドロキノ
ンジアクリレート、ハイドロキノンジメタクリレート、レゾルシンジアクリレート、レゾ
ルシンジメタクリレート、ピロガロールトリアクリレート等の芳香族ポリヒドロキシ化合
物のアクリル酸エステル及びメタクリル酸エステル等が挙げられる。
　多塩基性カルボン酸及び不飽和カルボン酸と、多価ヒドロキシ化合物のエステル化反応
により得られるエステルとしては必ずしも単一物ではないが、代表的な具体例を挙げれば
、アクリル酸、フタル酸、及びエチレングリコールの縮合物、アクリル酸、マレイン酸、
及びジエチレングリコールの縮合物、メタクリル酸、テレフタル酸及びペンタエリスリト
ールの縮合物、アクリル酸、アジピン酸、ブタンジオール及びグリセリンの縮合物等が挙
げられる。
【０１４８】
　その他、本発明に用いられる多官能エチレン性単量体の例としては、ポリイソシアネー
ト化合物と水酸基含有（メタ）アクリル酸エステル又はポリイソシアネート化合物とポリ
オール及び水酸基含有（メタ）アクリル酸エステルを反応させて得られるようなウレタン
（メタ）アクリレート類；多価エポキシ化合物とヒドロキシ（メタ）アクリレート又は（
メタ）アクリル酸との付加反応物のようなエポキシアクリレート類；エチレンビスアクリ
ルアミド等のアクリルアミド類；フタル酸ジアリル等のアリルエステル類；ジビニルフタ
レート等のビニル基含有化合物等が有用である。
　上記ウレタン（メタ）アクリレート類としては、例えば、ＤＰＨＡ－４０Ｈ、ＵＸ－５
０００、ＵＸ－５００２Ｄ－Ｐ２０、ＵＸ－５００３Ｄ、ＵＸ－５００５（日本化薬社製
）、Ｕ－２ＰＰＡ、Ｕ－６ＬＰＡ、Ｕ－１０ＰＡ、Ｕ－３３Ｈ、ＵＡ－５３Ｈ、ＵＡ－３
２Ｐ、ＵＡ－１１００Ｈ（新中村化学工業社製）、ＵＡ－３０６Ｈ、ＵＡ－５１０Ｈ、Ｕ
Ｆ－８００１Ｇ（協栄社化学社製）、ＵＶ－１７００Ｂ、ＵＶ－７６００Ｂ、ＵＶ－７６
０５Ｂ、ＵＶ－７６３０Ｂ、ＵＶ７６４０Ｂ（日本合成化学社製）等が挙げられる。
【０１４９】
　これらの中でも、感度の観点から（ｄ）エチレン性不飽和化合物として、エステル（メ
タ）アクリレート類又はウレタン（メタ）アクリレート類を用いることが好ましく、ジペ
ンタエリスリトールヘキサ（メタ）アクリレート、ジペンタエリスリトールペンタ（メタ
）アクリレート等を用いることがより好ましい。
　これらは１種を単独で用いてもよく、２種以上を併用してもよい。
【０１５０】
　＜（ｅ）溶剤＞
　本発明の感光性着色組成物は、（ｅ）溶剤を含む。（ｅ）溶剤を含むことで、（ａ）着
色剤、（ｂ）アルカリ可溶性樹脂、（ｃ）光重合開始剤、（ｄ）エチレン性不飽和化合物
等を溶解又は分散させ、粘度を調節する機能を有することができる。
　本発明の感光性着色組成物は、通常、（ａ）着色剤、（ｂ）アルカリ可溶性樹脂、（ｄ
）エチレン性不飽和化合物、（ｆ）分散剤、及び必要に応じて使用されるその他の各種材
料が、溶剤に溶解又は分散した状態で使用される。溶剤の中でも、溶解性及び分散性の観
点から有機溶剤が好ましい。
【０１５１】
　有機溶剤の中でも、分散性及び塗布性の観点から沸点が１００～３００℃の範囲のもの
を選択するのが好ましく、沸点が１２０～２８０℃の範囲のものを選択するのがより好ま
しい。なお、ここでいう沸点は、圧力１０１３．２５ｈＰａにおける沸点を意味する。
【０１５２】
　このような有機溶剤としては、例えば、次のようなものが挙げられる。
　エチレングリコールモノメチルエーテル、エチレングリコールモノエチルエーテル、エ
チレングリコールモノプロピルエーテル、エチレングリコールモノブチルエーテル、プロ
ピレングリコールモノメチルエーテル、プロピレングリコールモノエチルエーテル、プロ
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ピレングリコールモノ－ｎ－ブチルエーテル、プロピレングリコール－ｔ－ブチルエーテ
ル、ジエチレングリコールモノメチルエーテル、ジエチレングリコールモノエチルエーテ
ル、ジエチレングリコールモノ－ｎ－ブチルエーテル、メトキシメチルペンタノール、ジ
プロピレングリコールモノエチルエーテル、ジプロピレングリコールモノメチルエーテル
、３－メチル－３－メトキシブタノール、トリエチレングリコールモノメチルエーテル、
トリエチレングリコールモノエチルエーテル、トリプロピレングリコールメチルエーテル
のようなグリコールモノアルキルエーテル類；
　エチレングリコールジメチルエーテル、エチレングリコールジエチルエーテル、ジエチ
レングリコールジメチルエーテル、ジエチレングリコールジエチルエーテル、ジエチレン
グリコールジプロピルエーテル、ジエチレングリコールジブチルエーテル、ジプロピレン
グリコールジメチルエーテルのようなグリコールジアルキルエーテル類；
【０１５３】
　エチレングリコールモノメチルエーテルアセテート、エチレングリコールモノエチルエ
ーテルアセテート、エチレングリコールモノ－ｎ－ブチルエーテルアセテート、プロピレ
ングリコールモノメチルエーテルアセテート、プロピレングリコールモノエチルエーテル
アセテート、プロピレングリコールモノプロピルエーテルアセテート、プロピレングリコ
ールモノブチルエーテルアセテート、メトキシブチルアセテート、３－メトキシブチルア
セテート、メトキシペンチルアセテート、ジエチレングリコールモノメチルエーテルアセ
テート、ジエチレングリコールモノエチルエーテルアセテート、ジエチレングリコールモ
ノ－ｎ－ブチルエーテルアセテート、ジプロピレングリコールモノメチルエーテルアセテ
ート、トリエチレングリコールモノメチルエーテルアセテート、トリエチレングリコール
モノエチルエーテルアセテート、３－メチル－３－メトキシブチルアセテートのようなグ
リコールアルキルエーテルアセテート類；
　エチレングリコールジアセテート、１，３－ブチレングリコールジアセテート、１，６
－ヘキサノールジアセテートなどのグリコールジアセテート類；
　シクロヘキサノールアセテートなどのアルキルアセテート類；
　アミルエーテル、ジエチルエーテル、ジプロピルエーテル、ジイソプロピルエーテル、
ジブチルエーテル、ジアミルエーテル、エチルイソブチルエーテル、ジヘキシルエーテル
のようなエーテル類；
【０１５４】
　アセトン、メチルエチルケトン、メチルアミルケトン、メチルイソプロピルケトン、メ
チルイソアミルケトン、ジイソプロピルケトン、ジイソブチルケトン、メチルイソブチル
ケトン、シクロヘキサノン、エチルアミルケトン、メチルブチルケトン、メチルヘキシル
ケトン、メチルノニルケトン、メトキシメチルペンタノンのようなケトン類；
　エタノール、プロパノール、ブタノール、ヘキサノール、シクロヘキサノール、エチレ
ングリコール、プロピレングリコール、ブタンジオール、ジエチレングリコール、ジプロ
ピレングリコール、トリエチレングリコール、メトキシメチルペンタノール、グリセリン
、ベンジルアルコールのような１価又は多価アルコール類；
　ｎ－ペンタン、ｎ－オクタン、ジイソブチレン、ｎ－ヘキサン、ヘキセン、イソプレン
、ジペンテン、ドデカンのような脂肪族炭化水素類；
　シクロヘキサン、メチルシクロヘキサン、メチルシクロヘキセン、ビシクロヘキシルの
ような脂環式炭化水素類；
【０１５５】
　ベンゼン、トルエン、キシレン、クメンのような芳香族炭化水素類；
　アミルホルメート、エチルホルメート、酢酸エチル、酢酸ブチル、酢酸プロピル、酢酸
アミル、メチルイソブチレート、エチレングリコールアセテート、エチルプロピオネート
、プロピルプロピオネート、酪酸ブチル、酪酸イソブチル、イソ酪酸メチル、エチルカプ
リレート、ブチルステアレート、エチルベンゾエート、３－エトキシプロピオン酸メチル
、３－エトキシプロピオン酸エチル、３－メトキシプロピオン酸メチル、３－メトキシプ
ロピオン酸エチル、３－メトキシプロピオン酸プロピル、３－メトキシプロピオン酸ブチ
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ル、γ－ブチロラクトンのような鎖状又は環状エステル類；
　３－メトキシプロピオン酸、３－エトキシプロピオン酸のようなアルコキシカルボン酸
類；
　ブチルクロリド、アミルクロリドのようなハロゲン化炭化水素類；
　メトキシメチルペンタノンのようなエーテルケトン類；
　アセトニトリル、ベンゾニトリルのようなニトリル類等。
【０１５６】
　上記に該当する市販の有機溶剤としては、ミネラルスピリット、バルソル＃２、アプコ
＃１８ソルベント、アプコシンナー、ソーカルソルベントＮｏ．１及びＮｏ．２、ソルベ
ッソ＃１５０、シェルＴＳ２８　ソルベント、カルビトール、エチルカルビトール、ブチ
ルカルビトール、メチルセロソルブ（「セロソルブ」は登録商標。以下同じ。）、エチル
セロソルブ、エチルセロソルブアセテート、メチルセロソルブアセテート、ジグライム（
いずれも商品名）などが挙げられる。
　これらの有機溶剤は、単独で用いてもよく、２種以上を併用してもよい。
【０１５７】
　フォトリソグラフィー法にて着色スペーサーを形成する場合、有機溶剤としては沸点が
１００～２００℃（圧力１０１３．２５ｈＰａ条件下。以下、沸点に関しては全て同様。
）の範囲のものを選択するのが好ましい。より好ましくは１２０～１７０℃の沸点を持つ
ものである。
【０１５８】
　上記有機溶剤のうち、塗布性、表面張力などのバランスが良く、組成物中の構成成分の
溶解度が比較的高い点からは、グリコールアルキルエーテルアセテート類が好ましい。
　また、グリコールアルキルエーテルアセテート類は、単独で使用してもよいが、他の有
機溶剤を併用してもよい。併用する有機溶剤として、特に好ましいのはグリコールモノア
ルキルエーテル類である。中でも、特に組成物中の構成成分の溶解性からプロピレングリ
コールモノメチルエーテルが好ましい。なお、グリコールモノアルキルエーテル類は極性
が高く、添加量が多すぎると顔料が凝集しやすく、後に得られる感光性着色組成物の粘度
が上がっていくなどの保存安定性が低下する傾向があるので、溶剤中のグリコールモノア
ルキルエーテル類の割合は５質量％～３０質量％が好ましく、５質量％～２０質量％がよ
り好ましい。
【０１５９】
　また、１５０℃以上の沸点をもつ有機溶剤（以下「高沸点溶剤」と称す場合がある。）
を併用することも好ましい。このような高沸点溶剤を併用することにより、感光性着色組
成物は乾きにくくなるが、組成物中における顔料の均一な分散状態が、急激な乾燥により
破壊されることを防止する効果がある。すなわち、例えばスリットノズル先端における、
色材などの析出・固化による異物欠陥の発生を防止する効果がある。このような効果が高
い点から、上述の各種溶剤の中でも、特にジエチレングリコールモノ－ｎ－ブチルエーテ
ル、ジエチレングリコールモノ－ｎ－ブチルエーテルアセテート、及びジエチレングリコ
ールモノエチルエーテルアセテートが好ましい。
【０１６０】
　有機溶剤中の高沸点溶剤の含有割合は、３質量％～５０質量％が好ましく、５質量％～
４０質量％がより好ましく、５質量％～３０質量％が特に好ましい。前記下限値以上とす
ることで、例えばスリットノズル先端で色材などが析出・固化して異物欠陥を惹き起こす
のを抑制できる傾向があり、また前記上限値以下とすることで組成物の乾燥温度が遅くな
るのを抑制し、減圧乾燥プロセスのタクト不良や、プリベークのピン跡といった問題を抑
制できる傾向がある
【０１６１】
　なお、沸点１５０℃以上の高沸点溶剤が、グリコールアルキルエーテルアセテート類で
あってもよく、またグリコールアルキルエーテル類であってもよく、この場合は、沸点１
５０℃以上の高沸点溶剤を別途含有させなくてもかまわない。
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　好ましい高沸点溶剤として、例えば前述の各種溶剤の中ではジエチレングリコールモノ
－ｎ－ブチルエーテルアセテート、ジエチレングリコールモノエチルエーテルアセテート
、ジプロピレングリコールメチルエーテルアセテート、１，３－ブチレングリコールジア
セテート、１，６－ヘキサノールジアセテート、トリアセチンなどが挙げられる。
【０１６２】
　＜（ｆ）分散剤＞
　本発明の感光性着色組成物においては、（ａ）着色剤を微細に分散させ、且つその分散
状態を安定化させることが品質の安定性確保には重要なため、（ｆ）分散剤を含む。
　また、本発明の感光性着色組成物においては、（ｆ）分散剤が、アクリル系分散剤を含
むことを特徴とする。アクリル系分散剤を含むことにより、顔料への吸着性及び溶媒への
親和性によって少ない量で着色剤を分散でき、その分光硬化性成分をより多く含有するこ
とができ、膜の硬化度が強くなって信頼性が向上するものと考えられる。特に、（ａ）着
色剤として有機顔料を用いた場合には、その効果がより一層顕著に得られる傾向がある。
【０１６３】
　＜アクリル系分散剤＞
　アクリル系分散剤としては、官能基を有する不飽和基含有単量体と、官能基を有さない
不飽和基含有単量体とのランダム共重合体、グラフト共重合体、ブロック共重合体を使用
することが好ましい。これらの共重合体は公知の方法で製造することができる。
　官能基としては、カルボキシル基；リン酸基；スルホン酸基；又はこれらの塩基；一級
、二級又は三級アミノ基；四級アンモニウム塩基；ピリジン、ピリミジン、ピラジン等の
含窒素ヘテロ環由来の基が挙げられ、これらの官能基を有することにより顔料への吸着が
良好となる傾向がある。
【０１６４】
　官能基を有する不飽和基含有単量体としては、（メタ）アクリル酸、２－（メタ）アク
リロイロキシエチルコハク酸、２－（メタ）アクリロイロキシエチルフタル酸、２－（メ
タ）アクリロイロキシエチルヘキサヒドロフタル酸、アクリル酸ダイマー等のカルボキシ
ル基を有する不飽和単量体、ジメチルアミノエチル（メタ）アクリレート、ジエチルアミ
ノエチル（メタ）アクリレート及びこれらの４級化物などの３級アミノ基、４級アンモニ
ウム塩基を有する不飽和単量体が具体例として挙げられる。これらは１種を単独で用いて
もよく、２種以上を併用してもよい。
【０１６５】
　官能基を有さない不飽和基含有単量体としては、メチル（メタ）アクリレート、エチル
（メタ）アクリレート、プロピル（メタ）アクリレート、イソプロピル（メタ）アクリレ
ート、ｎ－ブチル（メタ）アクリレート、イソブチル（メタ）アクリレート、ｔ－ブチル
（メタ）アクリレート、ベンジル（メタ）アクリレート、フェニル（メタ）アクリレート
、シクロヘキシル（メタ）アクリレート、フェノキシエチル（メタ）アクリレート、フェ
ノキシメチル（メタ）アクリレート、２－エチルヘキシル（メタ）アクリレート、イソボ
ルニル（メタ）アクリレート、トリシクロデカン（メタ）アクリレート、テトラヒドロフ
ルフリル（メタ）アクリレート、Ｎ－ビニルピロリドン、スチレン及びその誘導体、α－
メチルスチレン、Ｎ－シクロヘキシルマレイミド、Ｎ－フェニルマレイミド、Ｎ－ベンジ
ルマレイミドなどのＮ－置換マレイミド、アクリロニトリル、酢酸ビニル及びポリメチル
（メタ）アクリレートマクロモノマー、ポリスチレンマクロモノマー、ポリ２－ヒドロキ
シエチル（メタ）アクリレートマクロモノマー、ポリエチレングリコールマクロモノマー
、ポリプロピレングリコールマクロモノマー、ポリカプロラクトンマクロモノマーなどの
マクロモノマー等が挙げられる。これらは１種を単独で用いてもよく、２種以上を併用し
てもよい。
【０１６６】
　アクリル系分散剤は、特に好ましくは、官能基を有するＡブロックと官能基を有さない
ＢブロックからなるＡ－Ｂ又はＢ－Ａ－Ｂブロック共重合体であるが、この場合、Ａブロ
ック中には上記官能基を含む不飽和基含有単量体由来の部分構造の他に、上記官能基を含
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まない不飽和基含有単量体由来の部分構造が含まれていてもよく、これらが該Ａブロック
中においてランダム共重合又はブロック共重合のいずれの態様で含有されていてもよい。
また、官能基を含まない部分構造の、Ａブロック中の含有量は、通常８０質量％以下であ
り、好ましくは５０質量％以下、更に好ましくは３０質量％以下である。
【０１６７】
　Ｂブロックは、上記官能基を含まない不飽和基含有単量体由来の部分構造からなるもの
であるが、１つのＢブロック中に２種以上の単量体由来の部分構造が含有されていてもよ
く、これらは、該Ｂブロック中においてランダム共重合又はブロック共重合のいずれの態
様で含有されていてもよい。
　該Ａ－Ｂ又はＢ－Ａ－Ｂブロック共重合体は、例えば、以下に示すリビング重合法にて
調製される。
　リビング重合法には、アニオンリビング重合法、カチオンリビング重合法、ラジカルリ
ビング重合法があり、このうち、アニオンリビング重合法は、重合活性種がアニオンであ
り、例えば下記スキームで表される。
【０１６８】
【化１５】

【０１６９】
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　上記スキーム中、Ａｒ1は１価の有機基であり、Ａｒ2はＡｒ1とは異なる１価の有機基
であり、Ｍは金属原子であり、ｓ及びｔはそれぞれ１以上の整数である。
【０１７０】
　ラジカルリビング重合法は重合活性種がラジカルであり、例えば下記スキームで示され
る。
【０１７１】
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【化１６】

【０１７２】
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　上記スキーム中、Ａｒ1は１価の有機基であり、Ａｒ2はＡｒ1とは異なる１価の有機基
であり、ｊ及びｋはそれぞれ１以上の整数であり、Ｒaは水素原子又は１価の有機基であ
り、ＲbはＲaとは異なる水素原子又は１価の有機基である。
【０１７３】
　このアクリル系高分子分散剤を合成するに際しては、特開平９－６２００２号公報や、
Ｐ．Ｌｕｔｚ，　Ｐ．Ｍａｓｓｏｎ　ｅｔ　ａｌ，　Ｐｏｌｙｍ．　Ｂｕｌｌ．　１２，
　７９　（１９８４），　Ｂ．Ｃ．Ａｎｄｅｒｓｏｎ，　Ｇ．Ｄ．Ａｎｄｒｅｗｓ　ｅｔ
　ａｌ，　Ｍａｃｒｏｍｏｌｅｃｕｌｅｓ，　１４，　１６０１（１９８１），　Ｋ．Ｈ
ａｔａｄａ，　Ｋ．Ｕｔｅ，ｅｔ　ａｌ，　Ｐｏｌｙｍ．　Ｊ．　１７，　９７７（１９
８５），　１８，　１０３７（１９８６），　右手浩一、畑田耕一、高分子加工、３６，
　３６６（１９８７），東村敏延、沢本光男、高分子論文集、４６，　１８９（１９８９
），　Ｍ．Ｋｕｒｏｋｉ，　Ｔ．Ａｉｄａ，　Ｊ．　Ａｍ．　Ｃｈｅｍ．　Ｓｉｃ，　１
０９，　４７３７（１９８７）、相田卓三、井上祥平、有機合成化学、４３，　３００（
１９８５），　Ｄ．Ｙ．Ｓｏｇｏｈ，　Ｗ．Ｒ．Ｈｅｒｔｌｅｒ　ｅｔ　ａｌ，　Ｍａｃ
ｒｏｍｏｌｅｃｕｌｅｓ，　２０，　１４７３（１９８７）などに記載の公知の方法を採
用することができる。
【０１７４】
　本発明で用いることができるアクリル系分散剤はＡ－Ｂブロック共重合体であっても、
Ｂ－Ａ－Ｂブロック共重合体であってもよい。その共重合体を構成するＡブロック／Ｂブ
ロック比は１／９９～８０／２０、特に５／９５～６０／４０（質量比）であることが好
ましく、この範囲内にすることで良好な耐熱性と分散安定性を確保できる傾向がある。
　また、本発明で用いることができるＡ－Ｂブロック共重合体、Ｂ－Ａ－Ｂブロック共重
合体１ｇ中の４級アンモニウム塩基の量は、通常０．１～１０ｍｍｏｌであることが好ま
しく、この範囲内にすることで良好な耐熱性と分散安定性を確保できる傾向がある。
【０１７５】
　なお、このようなブロック共重合体中には、通常、製造過程で生じたアミノ基が含有さ
れる場合があるが、そのアミン価は１～１００ｍｇＫＯＨ／ｇ程度であり、分散性の観点
から、好ましくは１０ｍｇＫＯＨ／ｇ以上、より好ましくは３０ｍｇＫＯＨ／ｇ以上、さ
らに好ましくは５０ｍｇＫＯＨ／ｇ以上、また、好ましくは９０ｍｇＫＯＨ／ｇ以下、よ
り好ましくは８０ｍｇＫＯＨ／ｇ以下、さらに好ましくは７５ｍｇＫＯＨ／ｇ以下である
。
　ここで、これらのブロック共重合体等の分散剤のアミン価は、分散剤試料中の溶剤を除
いた固形分１ｇあたりの塩基量と当量のＫＯＨの質量で表し、次の方法により測定する。
　１００ｍＬのビーカーに分散剤試料の０．５～１．５ｇを精秤し、５０ｍＬの酢酸で溶
解する。ｐＨ電極を備えた自動滴定装置を使って、この溶液を０．１ｍｏｌ／ＬのＨＣｌ
Ｏ4酢酸溶液にて中和滴定する。滴定ｐＨ曲線の変曲点を滴定終点とし次式によりアミン
価を求める。
【０１７６】
　アミン価［ｍｇＫＯＨ／ｇ］＝（５６１×Ｖ）／（Ｗ×Ｓ）
〔但し、Ｗ：分散剤試料秤取量［ｇ］、Ｖ：滴定終点での滴定量［ｍＬ］、Ｓ：分散剤試
料の固形分濃度［質量％］を表す。〕
【０１７７】
　また、このブロック共重合体の酸価は、該酸価の元となる酸性基の有無及び種類にもよ
るが、一般に低い方が好ましく、通常１０ｍｇＫＯＨ／ｇ以下であり、その重量平均分子
量（Ｍｗ）は、１０００～１００，０００の範囲が好ましい。前記範囲内とすることで良
好な現像性と分散安定性を確保できる傾向がある。
【０１７８】
　アクリル系分散剤の具体的な構造については特に限定されないが、４級アンモニウム塩
基を官能基として有する場合、分散性の観点からは、下記式（ｉ）で表される繰り返し単
位（以下、「繰り返し単位（ｉ）」ということがある。）を有することが好ましい。
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【０１７９】
【化１７】

【０１８０】
　上記式（ｉ）中、Ｒ31～Ｒ33は各々独立に、水素原子、置換基を有していてもよいアル
キル基、置換基を有していてもよいアリール基、又は置換基を有していてもよいアラルキ
ル基であり、Ｒ31～Ｒ33のうち２つ以上が互いに結合して環状構造を形成してもよい。Ｒ
34は水素原子又はメチル基である。Ｘは２価の連結基であり、Ｙ-は対アニオンである。
【０１８１】
　上記式（ｉ）のＲ31～Ｒ33における、置換基を有していてもよいアルキル基の炭素数は
特に限定されないが、通常１以上であり、また、１０以下であることが好ましく、６以下
であることがより好ましい。アルキル基の具体例としては、メチル基、エチル基、プロピ
ル基、ブチル基、ペンチル基、ヘキシル基、ヘプチル基、オクチル基などが挙げられ、こ
れらの中でも、メチル基、エチル基、プロピル基、ブチル基、ペンチル基、又はヘキシル
基であることが好ましく、メチル基、エチル基、プロピル基、又はブチル基であることが
より好ましい。また、直鎖状、分枝状のいずれであってもよい。また、シクロヘキシル基
、シクロヘキシルメチル基などの環状構造を含んでもよい。
【０１８２】
　上記式（ｉ）のＲ31～Ｒ33における、置換基を有していてもよいアリール基の炭素数は
特に限定されないが、通常６以上であり、また、１６以下であることが好ましく、１２以
下であることがより好ましい。アリール基の具体例としては、フェニル基、メチルフェニ
ル基、エチルフェニル基、ジメチルフェニル基、ジエチルフェニル基、ナフチル基、アン
トラセニル基などが挙げられ、これらの中でもフェニル基、メチルフェニル基、エチルフ
ェニル基、ジメチルフェニル基、又はジエチルフェニル基であることが好ましく、フェニ
ル基、メチルフェニル基、又はエチルフェニル基であることがより好ましい。
【０１８３】
　上記式（ｉ）のＲ31～Ｒ33における、置換基を有していてもよいアラルキル基の炭素数
は特に限定されないが、通常７以上であり、また、１６以下であることが好ましく、１２
以下であることがより好ましい。アラルキル基の具体例としては、フェニルメチレン基、
フェニルエチレン基、フェニルプロピレン基、フェニルブチレン基、フェニルイソプロピ
レン基などが挙げられ、これらの中でも、フェニルメチレン基、フェニルエチレン基、フ
ェニルプロピレン基、又はフェニルブチレン基であることが好ましく、フェニルメチレン
基、又はフェニルエチレン基であることがより好ましい。
【０１８４】
　これらの中でも、分散性の観点から、Ｒ31～Ｒ33が各々独立にアルキル基、又はアラル
キル基であることが好ましく、具体的には、Ｒ31及びＲ33が各々独立にメチル基、又はエ
チル基であり、かつ、Ｒ32がフェニルメチレン基、又はフェニルエチレン基であることが
好ましく、Ｒ31及びＲ33がメチル基であり、かつ、Ｒ32がフェニルメチレン基であること
がさらに好ましい。
【０１８５】
　また、前記アクリル系分散剤が官能基として３級アミンを有する場合、分散性の観点か
らは、下記式（ｉｉ）で表される繰り返し単位（以下、「繰り返し単位（ｉｉ）」という
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ことがある。）を有することが好ましい。
【０１８６】
【化１８】

【０１８７】
　上記式（ｉｉ）中、Ｒ35及びＲ36は各々独立に、水素原子、置換基を有していてもよい
アルキル基、置換基を有していてもよいアリール基、又は置換基を有していてもよいアラ
ルキル基であり、Ｒ35及びＲ36が互いに結合して環状構造を形成してもよい。Ｒ37は水素
原子又はメチル基である。Ｚは２価の連結基である。
【０１８８】
　また、上記式（ｉｉ）のＲ35及びＲ36における、置換基を有していてもよいアルキル基
としては、上記式（ｉ）のＲ31～Ｒ33として例示したものを好ましく採用することができ
る。
　同様に、上記式（ｉｉ）のＲ35及びＲ36における、置換基を有していてもよいアリール
基としては、上記式（ｉ）のＲ31～Ｒ33として例示したものを好ましく採用することがで
きる。また、上記式（ｉｉ）のＲ35及びＲ36における、置換基を有していてもよいアラル
キル基としては、上記式（ｉ）のＲ31～Ｒ33として例示したものを好ましく採用すること
ができる。
【０１８９】
　これらの中でも、Ｒ35及びＲ36が各々独立に、置換基を有していてもよいアルキル基で
あることが好ましく、メチル基、又はエチル基であることがより好ましい。
【０１９０】
　上記式（ｉ）のＲ31～Ｒ33及び上記式（ｉｉ）のＲ35及びＲ36におけるアルキル基、ア
ラルキル基又はアリール基が有していてもよい置換基としては、ハロゲン原子、アルコキ
シ基、ベンゾイル基、水酸基などが挙げられる。
【０１９１】
　上記式（ｉ）及び（ｉｉ）において、２価の連結基Ｘ及びＺとしては、例えば、炭素数
１～１０のアルキレン基、炭素数６～１２のアリーレン基、－ＣＯＮＨ－Ｒ43－基、－Ｃ
ＯＯＲ44－基〔但し、Ｒ43及びＲ44は単結合、炭素数１～１０のアルキレン基、又は炭素
数２～１０のエーテル基（アルキルオキシアルキル基）である〕等が挙げられ、好ましく
は－ＣＯＯ－Ｒ44－基である。
　また、上記式（ｉ）において、対アニオンのＹ-としては、Ｃｌ-、Ｂｒ-、Ｉ-、ＣｌＯ

4
-、ＢＦ4

-、ＣＨ3ＣＯＯ-、ＰＦ6
-等が挙げられる。

【０１９２】
　前記式（ｉ）で表される繰り返し単位の含有割合は特に限定されないが、分散性の観点
から、前記式（ｉ）で表される繰り返し単位の含有割合と前記式（ｉｉ）で表される繰り
返し単位の含有割合の合計に対して好ましくは６０モル％以下であり、より好ましくは５
０モル％以下であり、さらに好ましくは４０モル％以下であり、特に好ましくは３５モル
％以下であり、また、好ましくは５モル％以上であり、より好ましくは１０モル％以上で
あり、さらに好ましくは２０モル％以上であり、特に好ましくは３０モル％以上である。
【０１９３】
　また、アクリル系分散剤の全繰り返し単位に占める前記式（ｉ）で表される繰り返し単
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位の含有割合は特に限定されないが、分散性の観点から、１モル％以上であることが好ま
しく、５モル％以上であることがより好ましく、１０モル％以上であることがさらに好ま
しく、また、５０モル％以下であることが好ましく、３０モル％以下であることがより好
ましく、２０モル％以下であることがさらに好ましく、１５モル％以下であることが特に
好ましい。
【０１９４】
　また、アクリル系分散剤の全繰り返し単位に占める前記式（ｉｉ）で表される繰り返し
単位の含有割合は特に限定されないが、分散性の観点から、５モル％以上であることが好
ましく、１０モル％以上であることがより好ましく、１５モル％以上であることがさらに
好ましく、２０モル％以上であることが特に好ましく、また、６０モル％以下であること
が好ましく、４０モル％以下であることがより好ましく、３０モル％以下であることがさ
らに好ましく、２５モル％以下であることが特に好ましい。
【０１９５】
　また、アクリル系分散剤は、溶媒等のバインダー成分に対する相溶性を高め、分散安定
性を向上させるとの観点から、下記式（ｉｉｉ）で表される繰り返し単位（以下、「繰り
返し単位（ｉｉｉ）」ということがある。）を有することが好ましい。
【０１９６】
【化１９】

【０１９７】
　上記式（ｉｉｉ）中、Ｒ40はエチレン基又はプロピレン基であり、Ｒ41は置換基を有し
ていてもよいアルキル基であり、Ｒ42は水素原子又はメチル基である。ｎは１～２０の整
数である。
【０１９８】
　上記式（ｉｉｉ）のＲ41における、置換基を有していてもよいアルキル基の炭素数は特
に限定されないが、通常１以上であり、２以上であることが好ましく、また、１０以下で
あることが好ましく、６以下であることがより好ましい。アルキル基の具体例としては、
メチル基、エチル基、プロピル基、ブチル基、ペンチル基、ヘキシル基、ヘプチル基、オ
クチル基などが挙げられ、これらの中でも、メチル基、エチル基、プロピル基、ブチル基
、ペンチル基、又はヘキシル基であることが好ましく、メチル基、エチル基、プロピル基
、又はブチル基であることがより好ましい。また、直鎖状、分枝状のいずれであってもよ
い。また、シクロヘキシル基、シクロヘキシルメチル基などの環状構造を含んでもよい。
【０１９９】
　また、上記式（ｉｉｉ）におけるｎは溶媒等バインダー成分に対する相溶性と分散性の
観点から、１以上であることが好ましく、２以上であることがより好ましく、また、１０
以下であることが好ましく、５以下であることがより好ましい。
【０２００】
　また、アクリル系分散剤の全繰り返し単位に占める前記式（ｉｉｉ）で表される繰り返
し単位の含有割合は特に限定されないが、１モル％以上であることが好ましく、２モル％
以上であることがより好ましく、４モル％以上であることがさらに好ましく、また、３０
モル％以下であることが好ましく、２０モル％以下であることがより好ましく、１０モル
％以下であることがさらに好ましい。前記範囲内の場合には溶媒等バインダー成分に対す
る相溶性と分散安定性の両立が可能となる傾向がある。
【０２０１】
　また、アクリル系分散剤は、分散剤の溶媒等バインダー成分に対する相溶性を高め、分
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散安定性を向上させるという観点から、下記式（ｉｖ）で表される繰り返し単位（以下、
「繰り返し単位（ｉｖ）」ということがある。）を有することが好ましい。
【０２０２】
【化２０】

【０２０３】
　上記式（ｉｖ）中、Ｒ38は置換基を有していてもよいアルキル基、置換基を有していて
もよいアリール基、又は置換基を有していてもよいアラルキル基である。Ｒ39は水素原子
又はメチル基である。
【０２０４】
　上記式（ｉｖ）のＲ38における、置換基を有していてもよいアルキル基の炭素数は特に
限定されないが、通常１以上であり、２以上であることが好ましく、４以上であることが
より好ましく、また、１０以下であることが好ましく、８以下であることがより好ましい
。アルキル基の具体例としては、メチル基、エチル基、プロピル基、ブチル基、ペンチル
基、ヘキシル基、ヘプチル基、オクチル基などが挙げられ、これらの中でも、メチル基、
エチル基、プロピル基、ブチル基、ペンチル基、又はヘキシル基であることが好ましく、
メチル基、エチル基、プロピル基、又はブチル基であることがより好ましい。また、直鎖
状、分枝状のいずれであってもよい。また、シクロヘキシル基、シクロヘキシルメチル基
などの環状構造を含んでもよい。
【０２０５】
　上記式（ｉｖ）のＲ38における、置換基を有していてもよいアリール基の炭素数は特に
限定されないが、通常６以上であり、また、１６以下であることが好ましく、１２以下で
あることがより好ましく、８以下であることがさらに好ましい。アリール基の具体例とし
ては、フェニル基、メチルフェニル基、エチルフェニル基、ジメチルフェニル基、ジエチ
ルフェニル基、ナフチル基、アントラセニル基などが挙げられ、これらの中でもフェニル
基、メチルフェニル基、エチルフェニル基、ジメチルフェニル基、又はジエチルフェニル
基であることが好ましく、フェニル基、メチルフェニル基、又はエチルフェニル基である
ことがより好ましい。
【０２０６】
　上記式（ｉｖ）のＲ38における、置換基を有していてもよいアラルキル基の炭素数は特
に限定されないが、通常７以上であり、また、１６以下であることが好ましく、１２以下
であることがより好ましく、１０以下であることがさらに好ましい。アラルキル基の具体
例としては、フェニルメチレン基、フェニルエチレン基、フェニルプロピレン基、フェニ
ルブチレン基、フェニルイソプロピレン基などが挙げられ、これらの中でも、フェニルメ
チレン基、フェニルエチレン基、フェニルプロピレン基、又はフェニルブチレン基である
ことが好ましく、フェニルメチレン基、又はフェニルエチレン基であることがより好まし
い。
【０２０７】
　これらの中でも、溶剤相溶性と分散安定性の観点から、Ｒ38がアルキル基、又はアラル
キル基であることが好ましく、メチル基、エチル基、又はフェニルメチレン基であること
がより好ましい。
　Ｒ38における、アルキル基が有していてもよい置換基としては、ハロゲン原子、アルコ
キシ基等が挙げられる。また、アリール基又はアラルキル基が有していてもよい置換基と
しては、鎖状のアルキル基、ハロゲン原子、アルコキシ基等が挙げられる。また、Ｒ38で
示される鎖状のアルキル基には、直鎖状及び分岐鎖状のいずれも含まれる。
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【０２０８】
　また、アクリル系分散剤の全繰り返し単位に占める前記式（ｉｖ）で表される繰り返し
単位の含有割合は、分散性の観点から、３０モル％以上であることが好ましく、４０モル
％以上であることがより好ましく、５０モル％以上であることがさらに好ましく、また、
８０モル％以下であることが好ましく、７０モル％以下であることがより好ましい。
【０２０９】
　アクリル系分散剤は、繰り返し単位（ｉ）、繰り返し単位（ｉｉ）、繰り返し単位（ｉ
ｉｉ）及び繰り返し単位（ｉｖ）以外の繰り返し単位を有していてもよい。そのような繰
り返し単位の例としては、スチレン、α－メチルスチレンなどのスチレン系単量体；（メ
タ）アクリル酸クロリドなどの（メタ）アクリル酸塩系単量体；（メタ）アクリルアミド
、Ｎ－メチロールアクリルアミドなどの（メタ）アクリルアミド系単量体；酢酸ビニル；
アクリロニトリル；アリルグリシジルエーテル、クロトン酸グリシジルエーテル；Ｎ－メ
タクリロイルモルホリン等の単量体に由来する繰り返し単位が挙げられる。
【０２１０】
　アクリル系分散剤は、分散性をより高めるとの観点から、繰り返し単位（ｉ）及び繰り
返し単位（ｉｉ）を有するＡブロックと、繰り返し単位（ｉ）及び繰り返し単位（ｉｉ）
を有さないＢブロックとを有する、ブロック共重合体であることが好ましい。該ブロック
共重合体は、Ａ－Ｂブロック共重合体又はＢ－Ａ－Ｂブロック共重合体であることが好ま
しい。Ａブロックに４級アンモニウム塩基だけでなく３級アミノ基も導入することにより
、意外にも、分散剤の分散能力が著しく向上する傾向がある。また、Ｂブロックが繰り返
し単位（ｉｉｉ）を有することが好ましく、更に繰り返し単位（ｉｖ）を有することがよ
り好ましい。
【０２１１】
　Ａブロック中において、繰り返し単位（ｉ）及び繰り返し単位（ｉｉ）は、ランダム共
重合、ブロック共重合のいずれの態様で含有されていてもよい。また、繰り返し単位（ｉ
）及び繰り返し単位（ｉｉ）は、１つのＡブロック中に各々２種以上含有されていてもよ
く、その場合、各々の繰り返し単位は、該Ａブロック中においてランダム共重合、ブロッ
ク共重合のいずれの態様で含有されていてもよい。
【０２１２】
　また、繰り返し単位（ｉ）及び繰り返し単位（ｉｉ）以外の繰り返し単位が、Ａブロッ
ク中に含有されていてもよく、そのような繰り返し単位の例としては、前述の（メタ）ア
クリル酸エステル系単量体由来の繰り返し単位等が挙げられる。繰り返し単位（ｉ）及び
繰り返し単位（ｉｉ）以外の繰り返し単位の、Ａブロック中の含有量は、好ましくは０～
５０モル％、より好ましくは０～２０モル％であるが、かかる繰り返し単位はＡブロック
中に含有されないことが最も好ましい。
【０２１３】
　繰り返し単位（ｉｉｉ）及び（ｉｖ）以外の繰り返し単位がＢブロック中に含有されて
いてもよく、そのような繰り返し単位の例としては、スチレン、α－メチルスチレンなど
のスチレン系単量体；（メタ）アクリル酸クロリドなどの（メタ）アクリル酸塩系単量体
；（メタ）アクリルアミド、Ｎ－メチロールアクリルアミドなどの（メタ）アクリルアミ
ド系単量体；酢酸ビニル；アクリロニトリル；アリルグリシジルエーテル、クロトン酸グ
リシジルエーテル；Ｎ－メタクリロイルモルホリン等の単量体に由来する繰り返し単位が
挙げられる。繰り返し単位（ｉｉｉ）及び繰り返し単位（ｉｖ）以外の繰り返し単位の、
Ｂブロック中の含有量は、好ましくは０～５０モル％、より好ましくは０～２０モル％で
あるが、かかる繰り返し単位はＢブロック中に含有されないことが最も好ましい。
【０２１４】
　また、本発明の感光性着色組成物における（ｆ）分散剤は、アクリル系分散剤を１種含
むものであってもよいし、２種以上含むものであってもよい。
【０２１５】
　また、本発明の感光性着色組成物における（ｆ）分散剤はアクリル系分散剤を含むもの
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であるが、本発明の効果に影響しない範囲で、他の分散剤を含んでいてもよい。
　他の分散剤としては、例えばウレタン系分散剤、ポリエチレンイミン系分散剤、ポリア
リルアミン系分散剤、アミノ基を持つモノマーとマクロモノマーからなる分散剤、ポリオ
キシエチレンアルキルエーテル系分散剤、ポリオキシエチレンジエステル系分散剤、ポリ
エーテルリン酸系分散剤、ポリエステルリン酸系分散剤、ソルビタン脂肪族エステル系分
散剤、脂肪族変性ポリエステル系分散剤等を挙げることができる。例えば、（ａ）着色剤
としてカーボンブラックを用いる場合には、それを分散させるための分散剤としてウレタ
ン系分散剤を用いることができる。
【０２１６】
　このような分散剤の具体例としては、商品名で、ＥＦＫＡ（登録商標。ＢＡＳＦ社製。
）、ＤＩＳＰＥＲＢＹＫ（登録商標。ビックケミー社製。）、ディスパロン（登録商標。
楠本化成社製。）、ＳＯＬＳＰＥＲＳＥ（登録商標。ルーブリゾール社製。）、ＫＰ（信
越化学工業社製）、ポリフロー（共栄社化学社製）、アジスパー（登録商標。味の素社製
。）等を挙げることができる。
【０２１７】
　また分散安定性向上の点から、（ｆ）分散剤は、後述する顔料誘導体と併用することが
好ましい。
【０２１８】
　＜感光性着色組成物のその他の配合成分＞
　本発明の感光性着色組成物には、上述の成分の他、シランカップリング剤等の密着向上
剤、塗布性向上剤、現像改良剤、紫外線吸収剤、酸化防止剤、界面活性剤、顔料誘導体等
を適宜配合することができる。
【０２１９】
　（１）密着向上剤
　本発明の感光性着色組成物には、基板との密着性を改善するため、密着向上剤を含有さ
せてもよい。密着向上剤としては、シランカップリング剤、燐酸基含有化合物等が好まし
い。
　シランカップリング剤の種類としては、エポキシ系、（メタ）アクリル系、アミノ系等
種々のものを１種単独で、或いは２種以上を混合して使用できる。
【０２２０】
　好ましいシランカップリング剤として、例えば、３－メタクリロキシプロピルメチルジ
メトキシシラン、３－メタクリロキシプロピルトリメトキシシラン等の（メタ）アクリロ
キシシラン類、２－（３，４－エポキシシクロヘキシル）エチルトリメトキシシラン、３
－グリシドキシプロピルトリメトキシシラン、３－グリシドキシプロピルメチルジエトキ
シシラン、３－グリシドキシプロピルトリエトキシシラン等のエポキシシラン類、３－ウ
レイドプロピルトリエトキシシラン等のウレイドシラン類、３－イソシアネートプロピル
トリエトキシシラン等のイソシアネートシラン類が挙げられるが、特に好ましくは、エポ
キシシラン類のシランカップリング剤である。
　燐酸基含有化合物としては、（メタ）アクリロイル基含有ホスフェート類が好ましく、
下記一般式（ｇ１）、（ｇ２）又は（ｇ３）で表されるものが好ましい。
【０２２１】
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【化２１】

【０２２２】
　上記一般式（ｇ１）、（ｇ２）及び（ｇ３）において、Ｒ51は水素原子又はメチル基を
示し、ｌ及びｌ’は１～１０の整数、ｍは１、２又は３である。
　これらの燐酸基含有化合物も１種類を単独で用いても、２種以上を組み合わせて使用し
てもよい。
【０２２３】
　（２）界面活性剤
　本発明の感光性着色組成物には、塗布性向上ため、界面活性剤を含有させてもよい。
【０２２４】
　界面活性剤としては、例えば、アニオン系、カチオン系、非イオン系、両性界面活性剤
等各種のものを用いることができる。中でも、諸特性に悪影響を及ぼす可能性が低い点で
、非イオン系界面活性剤を用いるのが好ましく、中でもフッ素系やシリコン系の界面活性
剤が塗布性の面で効果的である。
　このような界面活性剤としては、例えば、ＴＳＦ４４６０（ジーイー東芝シリコーン社
製）、ＤＦＸ－１８（ネオス社製）、ＢＹＫ－３００、ＢＹＫ－３２５、ＢＹＫ－３３０
（ビックケミー社製）、ＫＰ３４０（信越シリコーン社製）、Ｆ－４７０、Ｆ－４７５、
Ｆ－４７８、Ｆ－５５９（ＤＩＣ社製）、ＳＨ７ＰＡ（トーレシリコーン社製）、ＤＳ－
４０１（ダイキン社製）、Ｌ－７７（日本ユニカー社製）、ＦＣ４４３０（住友３Ｍ社製
）等が挙げられる。
　なお、界面活性剤は、１種を用いてもよく、２種以上を任意の組み合わせ及び比率で併
用してもよい。
【０２２５】
　（３）顔料誘導体
　本発明の感光性着色組成物には、分散性、保存性向上のため、分散助剤として顔料誘導
体を含有させてもよい。
　顔料誘導体としてはアゾ系、フタロシアニン系、キナクリドン系、ベンズイミダゾロン
系、キノフタロン系、イソインドリノン系、ジオキサジン系、アントラキノン系、インダ
ンスレン系、ペリレン系、ペリノン系、ジケトピロロピロール系、ジオキサジン系等の誘
導体が挙げられるが、中でもフタロシアニン系、キノフタロン系が好ましい。
　顔料誘導体の置換基としてはスルホン酸基、スルホンアミド基及びその４級塩、フタル
イミドメチル基、ジアルキルアミノアルキル基、水酸基、カルボキシル基、アミド基等が
顔料骨格に直接又はアルキル基、アリール基、複素環基等を介して結合したものが挙げら
れ、好ましくはスルホン酸基である。またこれら置換基は一つの顔料骨格に複数置換して
いてもよい。
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【０２２６】
　顔料誘導体の具体例としてはフタロシアニンのスルホン酸誘導体、キノフタロンのスル
ホン酸誘導体、アントラキノンのスルホン酸誘導体、キナクリドンのスルホン酸誘導体、
ジケトピロロピロールのスルホン酸誘導体、ジオキサジンのスルホン酸誘導体等が挙げら
れる。これらは１種を単独で用いてもよく、２種以上を併用してもよい。
【０２２７】
　（４）光酸発生剤
　光酸発生剤とは、紫外線により酸を発生することができる化合物であり、露光を行った
際に発生する酸の作用により、例えばメラミン化合物等架橋剤があることで架橋反応を進
行させることとなる。係る光酸発生剤の中でも、溶剤に対する溶解性、特に感光性着色組
成物に使われる溶剤に対する溶解性が大きいものが好ましいものであり、例えば、ジフェ
ニルヨードニウム、ジトリルヨードニウム、フェニル（ｐ－アニシル）ヨードニウム、ビ
ス（ｍ－ニトロフェニル）ヨードニウム、ビス（ｐ－ｔｅｒｔ－ブチルフェニル）ヨード
ニウム、ビス（ｐ－クロロフェニル）ヨードニウム、ビス（ｎ－ドデシル）ヨードニウム
、ｐ－イソブチルフェニル（ｐ－トリル）ヨードニウム、ｐ－イソプロピルフェニル（ｐ
－トリル）ヨードニウムなどのジアリールヨードニウム、あるいはトリフェニルスルホニ
ウムなどのトリアリールスルホニウムのクロリド、ブロミド、あるいはホウフッ化塩、ヘ
キサフルオロフォスフェート塩、ヘキサフルオロアルセネート塩、芳香族スルホン酸塩、
テトラキス（ペンタフルオロフェニル）ボレート塩等や、ジフェニルフェナシルスルホニ
ウム（ｎ－ブチル）トリフェニルボレート等のスルホニウム有機ホウ素錯体類、あるいは
、２－メチル－４，６－ビストリクロロメチルトリアジン、２－（４－メトキシフェニル
）－４，６－ビストリクロロメチルトリアジンなどのトリアジン化合物等を挙げることが
できるがこの限りではない。
【０２２８】
　（５）架橋剤
　本発明の感光性着色組成物には、さらに架橋剤を加えることができ、例えばメラミン又
はグアナミン系の化合物を用いることができる。これら架橋剤としては、例えば、下記一
般式（６）で示されるメラミン又はグアナミン系の化合物を挙げることができる。
【０２２９】
【化２２】

【０２３０】
　式（６）中、Ｒ61は－ＮＲ66Ｒ67基又は炭素数６～１２のアリール基を表し、Ｒ61が－
ＮＲ66Ｒ67基の場合はＲ62、Ｒ63、Ｒ64、Ｒ65、Ｒ66及びＲ67の一つ、そしてＲ61が炭素
数６～１２のアリール基の場合はＲ62、Ｒ63、Ｒ64及びＲ65の一つが－ＣＨ2ＯＲ68基を
表し、Ｒ62、Ｒ63、Ｒ64、Ｒ65、Ｒ66及びＲ67の残りは互いに独立に、水素又は－ＣＨ2

ＯＲ68基を表し、ここにＲ68は水素原子又は炭素数１～４のアルキル基を表す。
　ここで、炭素数６～１２のアリール基は典型的にはフェニル基、１－ナフチル基又は２
－ナフチル基であり、これらのフェニル基やナフチル基には、アルキル基、アルコキシ基
、ハロゲン原子などの置換基が結合していてもよい。アルキル基及びアルコキシ基は、そ
れぞれ炭素数１～６程度であることができる。Ｒ68で表されるアルキル基は、上記のなか
でも、メチル基又はエチル基、とりわけメチル基であるのが好ましい。
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【０２３１】
　一般式（６）に相当するメラミン系化合物、すなわち下記一般式（６－１）の化合物に
は、ヘキサメチロールメラミン、ペンタメチロールメラミン、テトラメチロールメラミン
、ヘキサメトキシメチルメラミン、ペンタメトキシメチルメラミン、テトラメトキシメチ
ルメラミン、ヘキサエトキシメチルメラミンなどが包含される。
【０２３２】
【化２３】

【０２３３】
　式（６－１）中、Ｒ62、Ｒ63、Ｒ64、Ｒ65、Ｒ66及びＲ67の一つがアリール基の場合は
Ｒ62、Ｒ63、Ｒ64及びＲ65の一つが－ＣＨ2ＯＲ68基を表し、Ｒ62、Ｒ63、Ｒ64、Ｒ65、
Ｒ66及びＲ67の残りは互いに独立に、水素原子又は－ＣＨ2ＯＲ68基を表し、ここにＲ68

は水素原子又はアルキル基を表す。
【０２３４】
　また、一般式（６）に相当するグアナミン系化合物、すなわち一般式（６）中のＲ61が
アリールである化合物には、テトラメチロールベンゾグアナミン、テトラメトキシメチル
ベンゾグアナミン、トリメトキシメチルベンゾグアナミン、テトラエトキシメチルベンゾ
グアナミンなどが包含される。
【０２３５】
　さらに、メチロール基又はメチロールアルキルエーテル基を有する架橋剤を用いること
もできる。以下にその例を挙げる。
　２，６－ビス（ヒドロキシメチル）－４－メチルフェノール、４－ｔｅｒｔ－ブチル－
２，６－ビス（ヒドロキシメチル）フェノール、５－エチル－１，３－ビス（ヒドロキシ
メチル）ペルヒドロ－１，３，５－トリアジン－２－オン（通称Ｎ－エチルジメチロール
トリアゾン）又はそのジメチルエーテル体、ジメチロールトリメチレン尿素又はそのジメ
チルエーテル体、３，５－ビス（ヒドロキシメチル）ペルヒドロ－１，３，５－オキサジ
アジン－４－オン（通称ジメチロールウロン）又はそのジメチルエーテル体、テトラメチ
ロールグリオキザールジウレイン又はそのテトラメチルエーテル体。
【０２３６】
　なお、これら架橋剤は１種を単独で用いても、２種以上を組み合わせて使用してもよい
。架橋剤を用いる際の量は、感光性着色組成物の全固形分に対して０．１～１５質量％が
好ましく、特に好ましくは０．５～１０質量％である。
【０２３７】
　（６）メルカプト化合物
　重合促進剤として、また、基板への密着性の向上のため、メルカプト化合物を添加する
ことも可能である。
【０２３８】
　メルカプト化合物の種類としては、２－メルカプトベンゾチアゾール、２－メルカプト
ベンゾオキサゾール、２－メルカプトベンゾイミダゾール、ヘキサンジチオール、デカン
ジチオール、１，４－ジメチルメルカプトベンゼン、ブタンジオールビスチオプロピオネ
ート、ブタンジオールビスチオグリコレート、エチレングリコールビスチオグリコレート
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、トリメチロールプロパントリスチオグリコレート、ブタンジオールビスチオプロピオネ
ート、トリメチロールプロパントリスチオプロピオネート、トリメチロールプロパントリ
スチオグリコレート、ペンタエリスリトールテトラキスチオプロピオネート、ペンタエリ
スリトールテトラキスチオグリコレート、トリスヒドロキシエチルトリスチオプロピオネ
ート、エチレングリコールビス（３－メルカプトブチレート）、ブタンジオールビス（３
－メルカプトブチレート）、１，４－ビス（３－メルカプトブチリルオキシ）ブタン、ト
リメチロールプロパントリス（３－メルカプトブチレート）、ペンタエリスリトールテト
ラキス（３－メルカプトブチレート）、ペンタエリスリトールトリス（３－メルカプトブ
チレート）、エチレングリコールビス（３－メルカプトイソブチレート）、ブタンジオー
ルビス（３－メルカプトイソブチレート）、トリメチロールプロパントリス（３－メルカ
プトイソブチレート）、１，３，５－トリス（３－メルカプトブチルオキシエチル）－１
，３，５－トリアジン－２，４，６（１Ｈ，３Ｈ，５Ｈ）－トリオン等の複素環を有する
メルカプト化合物又は脂肪族多官能メルカプト化合物等が挙げられる。これらは種々のも
のを１種単独で、或いは２種以上を混合して使用できる。
【０２３９】
　＜感光性着色組成物中の成分配合量＞
　本発明の感光性着色組成物において、（ａ）着色剤の含有割合は、感光性着色組成物中
の全固形分量に対して通常１０質量％以上であり、２０質量％以上であることが好ましく
、２５質量％以上であることがより好ましく、また、通常５０質量％以下であり、４５質
量％以下であることが好ましく、４０質量％以下であることがより好ましく、３５質量％
以下であることがさらに好ましく、３０質量％以下であることが特に好ましい。（ａ）着
色剤の含有割合を前記下限値以上とすることで、十分な光学濃度（ＯＤ）が得られる傾向
があり、また、前記上限値以下とすることで十分な画像形成性が得られやすい傾向がある
。
【０２４０】
　また、（ａ）着色剤が有機顔料を含む場合、（ａ）着色剤１００質量部に対する有機顔
料の含有量は、１０質量部以上であることが好ましく、２０質量部以上であることがより
好ましく、４０質量部以上であることがさらに好ましく、６０質量部以上であることがよ
りさらに好ましく、８０質量部以上であることが特に好ましく、また、通常１００質量部
以下である。前記下限値以上とすること十分な光学濃度（ＯＤ）が得られる傾向があり、
前記上限値以下にすることで十分な製版特性が得られやすい傾向がある。
【０２４１】
　また、（ａ）着色剤が橙色顔料を含む場合、（ａ）着色剤１００質量部に対する橙色顔
料の含有量は、３質量部以上であることが好ましく、５質量部以上であることがより好ま
しく、８質量部以上であることがさらに好ましく、１０質量部以上であることがよりさら
に好ましく、また、５０質量部以下であることが好ましく、４０質量部以下であることが
より好ましく、３０質量部以下であることがさらに好ましく、２０質量部以下であること
が特に好ましい。前記下限値以上とすることで４００ｎｍから５５０ｎｍ付近の遮光性を
向上できる傾向があり、前記上限値以下にすることで、製版特性の確保ができる傾向があ
る。
【０２４２】
　また、（ａ）着色剤が青色顔料を含む場合、（ａ）着色剤１００質量部に対する青色顔
料の含有量は、１０質量部以上であることが好ましく、２０質量部以上であることがより
好ましく、３０質量部以上であることがさらに好ましく、４０質量部以上であることが特
に好ましく、５０質量部以上であることが最も好ましく、また、９０質量部以下であるこ
とが好ましく、８０質量部以下であることがより好ましく、６０質量部以下であることが
さらに好ましい。前記下限値以上とすることで５５０ｎｍから７００ｎｍ付近の遮光性を
向上できる傾向があり、前記上限値以下とすることで紫外光領域の透過率を向上できる傾
向がある。
【０２４３】
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　さらに、橙色顔料１００質量部に対する青色顔料の含有量は、２０質量部以上であるこ
とが好ましく、４０質量部以上であることがより好ましく、６０質量部以上であることが
さらに好ましく、１００質量部以上であることがよりさらに好ましく、２００質量部以上
であることが特に好ましく、３００質量部以上であることが最も好ましく、また、９００
質量部以下であることが好ましく、８００質量部以下であることがより好ましく、６００
質量部以下であることがさらに好ましく、５００質量部以下であることが特に好ましい。
前記下限値以上とすることで可視光領域全体をバランスよく遮光できる傾向があり、前記
上限値以下とすることで紫外光領域の透過率を向上できる傾向がある。
【０２４４】
　また、（ａ）着色剤が紫色顔料を含む場合、（ａ）着色剤１００質量部に対する紫色顔
料の含有量は、１０質量部以上であることが好ましく、１５質量部以上であることがより
好ましく、２０質量部以上であることがさらに好ましく、３０質量部以上であることが特
に好ましくまた、６０質量部以下であることが好ましく、５０質量部以下であることがよ
り好ましく、４０質量部以下であることがさらに好ましい。前記下限値以上とすることで
橙色顔料及び青色顔料だけでは十分に遮光できない５００ｎｍから６００ｎｍ付近の遮光
性を向上できる傾向があり、前記上限値以下とすることで製版特性の確保ができる傾向が
ある。
【０２４５】
　また、（ａ）着色剤が有機黒色顔料を含む場合、（ａ）着色剤１００質量部に対する有
機黒色顔料の含有量は、５質量部以上であることが好ましく、１０質量部以上であること
がより好ましく、２０質量部以上であることがさらに好ましく、また、９０質量部以下で
あることが好ましく、８０質量部以下であることがより好ましく、６０質量部以下である
ことがさらに好ましく、４０質量部以下であることが特に好ましい。前記下限値以上とす
ることで遮光性を向上できる傾向があり、前記上限値以下とすることで信頼性低下を抑制
できる傾向がある。
【０２４６】
　また、（ａ）着色剤がカーボンブラックを含む場合、（ａ）着色剤１００質量部に対す
るカーボンブラックの含有量は、５質量部以上であることが好ましく、１０質量部以上で
あることがより好ましく、２０質量部以上であることがさらに好ましく、また、６０質量
部以下であることが好ましく、５０質量部以下であることがより好ましく、４０質量部以
下であることがさらに好ましい。前記下限値以上とすることで遮光性を向上できる傾向が
あり、前記上限値以下とすることで比誘電率増加を抑制できる傾向がある。
【０２４７】
　（ｂ）アルカリ可溶性樹脂の含有割合は、本発明の感光性着色組成物の全固形分に対し
て通常２０質量％以上、好ましくは３０質量％以上、より好ましくは４０質量％以上、さ
らに好ましくは５０質量％以上であり、通常８５質量％以下、好ましくは８０質量％以下
、より好ましくは７０質量％以下、さらに好ましくは６０質量％以下である。（ｂ）アル
カリ可溶性樹脂の含有量を前記下限値以上とすることで未露光部分の現像液に対する溶解
性の低下を抑制し、現像不良を抑制できる傾向がある。また前記上限値以下とすることで
、露光部への現像液の浸透性が高くなるのを抑制でき、画素のシャープ性や密着性の低下
を抑制できる傾向がある。
【０２４８】
　（ｃ）光重合開始剤の含有割合は、本発明の感光性着色組成物の全固形分に対して通常
０．１質量％以上、好ましくは０．５質量％以上、更に好ましくは１質量％以上であり、
通常１５質量％以下、好ましくは１０質量％以下、より好ましくは５質量％以下である。
（ｃ）光重合開始剤の含有割合を前記下限値以上とすることで感度低下を抑制できる傾向
があり、前記上限値以下とすることで未露光部分の現像液に対する溶解性の低下を抑制し
、現像不良を抑制できる傾向がある。
【０２４９】
　オキシムエステル系化合物の含有割合は、本発明の感光性着色組成物の全固形分に対し
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て通常０．１質量％以上、好ましくは０．５質量％以上、より好ましくは０．８質量％以
上、また、通常５質量％以下、好ましくは３質量％以下、より好ましくは１．５質量％以
下である。前記下限値以上とすることで感度低下を抑制できる傾向があり、また、前記上
限値以下とすることで未露光部分の現像液に対する溶解性の低下を抑制し、現像不良を抑
制できる傾向がある。
【０２５０】
　トリアジン系化合物の含有割合は、本発明の感光性着色組成物の全固形分に対して通常
０．１質量％以上、好ましくは０．５質量％以上、より好ましくは０．８質量％以上、ま
た、通常１．５質量％以下、好ましくは３質量％以下、より好ましくは５質量％以下であ
る。前記下限値以上とすることで熱硬化促進の確保ができる傾向があり、また、前記上限
値以下とすることで保存安定性の確保ができる傾向がある。
【０２５１】
　（ｃ）光重合開始剤と共に重合促進剤を用いる場合、重合促進剤の含有割合は、本発明
の感光性着色組成物の全固形分に対して好ましくは０．０５質量％以上で、通常１０質量
％以下、好ましくは５質量％以下であり、重合促進剤は、（ｃ）光重合開始剤１００質量
部に対して通常０．１～５０質量部、特に０．１～２０質量部の割合で用いることが好ま
しい。重合促進剤の含有割合を前記下限値以上とすることで、露光光線に対する感度の低
下を抑制できる傾向があり、前記上限値以下とすることで未露光部分の現像液に対する溶
解性の低下を抑制し、現像不良を抑制できる傾向がある。
　また、本発明の感光性着色組成物中に占める増感色素の配合割合は感度の観点から感光
性着色組成物中の全固形分中、通常２０質量％以下、好ましくは１５質量％以下、さらに
好ましくは１０質量％以下である。
【０２５２】
　（ｄ）エチレン性不飽和化合物の含有割合は、本発明の感光性着色組成物の全固形分に
対して通常３０質量％以下、好ましくは２０質量％以下である。（ｄ）エチレン性不飽和
化合物の含有割合を前記上限値以下とすることで、露光部への現像液の浸透性が高くなる
のを抑制し、良好な画像を得ることが容易となる傾向がある。なお、（ｄ）エチレン性不
飽和化合物の含有割合の下限値は、通常１質量％以上、好ましくは５質量％以上、より好
ましくは１０質量％以上である。
【０２５３】
　なお、本発明の感光性着色組成物は、（ｅ）溶剤を使用することで、その固形分濃度が
通常５質量％以上、好ましくは１０質量％以上、また通常５０質量％以下、好ましくは３
０質量％となるように調液される。
【０２５４】
　（ｆ）分散剤の含有割合は、感光性着色組成物の固形分中、通常１質量％以上であり、
３質量％以上が好ましく、５質量％以上がより好ましく、また通常３０質量％以下、２０
質量％以下が好ましく、１５質量％以下が特に好ましい。また、（ａ）着色剤１００質量
部に対する（ｆ）分散剤の含有割合は、通常５質量部以上、１０質量部以上が特に好まし
く、通常５０質量部以下、特に３０質量部以下であることが好ましい。（ｆ）分散剤の含
有割合を前記下限値以上とすることで、十分な分散性が得られやすい傾向があり、前記上
限値以下とすることで相対的に他の成分の割合が減ることで感度、製版性等が低下するの
を抑制できる傾向がある。
【０２５５】
　アクリル系分散剤の含有割合は、本発明の感光性着色組成物の全固形分に対して通常１
質量％以上、好ましくは３質量％以上、より好ましくは５質量％以上、また、通常２０質
量％以下、好ましくは１５質量％以下、より好ましくは１０質量％以下である。前記下限
値以上とすることで十分な分散性が得られやすいできる傾向があり、また、前記上限値以
下とすることで相対的に他の成分の割合が減ることで感度、製版性等が低下するのを抑制
できる傾向がある。
【０２５６】
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　密着向上剤を用いる場合、その含有割合は、感光性着色組成物中の全固形分に対して通
常０．１～５質量％、好ましくは０．２～３質量％、さらに好ましくは０．４～２質量％
である。密着向上剤の含有割合を前記下限値以上とすることで密着性の向上効果を十分に
得ることができる傾向があり、前記上限値以下とすることで感度が低下したり、現像後に
残渣が残り欠陥となったりするのを抑制できる傾向がある。
【０２５７】
　また、界面活性剤を用いる場合、その含有割合は、感光性着色組成物中の全固形分に対
して通常０．００１～１０質量％、好ましくは０．００５～１質量％、さらに好ましくは
０．０１～０．５質量％、最も好ましくは０．０３～０．３質量％である。界面活性剤の
含有量を前記下限値以上とすることで塗布膜の平滑性、均一性が発現しやすい傾向があり
、前記上限値以下とすることで塗布膜の平滑性、均一性が発現しやすく、他の特性の悪化
も抑制できる傾向がある。
【０２５８】
　＜感光性着色組成物の物性＞
　本発明の感光性着色組成物は、着色スペーサー形成用に好適に使用することができ、着
色スペーサーとして用いるとの観点からは黒色を呈していることが好ましい。また、その
塗膜の膜厚１μｍ当たりの光学濃度（ＯＤ）が１．０以上であることが好ましく、１．２
以上であることがより好ましく、１．５以上であることがさらに好ましく、通常４．０以
下である。
【０２５９】
　＜感光性着色組成物の製造方法＞
　本発明の感光性着色組成物（以下、「レジスト」と称することがある。）は、常法に従
って製造される。
　通常、（ａ）着色剤は、予めペイントコンディショナー、サンドグラインダー、ボール
ミル、ロールミル、ストーンミル、ジェットミル、ホモジナイザー等を用いて分散処理す
るのが好ましい。分散処理により（ａ）着色剤が微粒子化されるため、レジストの塗布特
性が向上する。
【０２６０】
　分散処理は、通常、（ａ）着色剤、（ｅ）溶剤、及び（ｆ）分散剤、並びに（ｂ）アル
カリ可溶性樹脂の一部又は全部を併用した系にて行うことが好ましい（以下、分散処理に
供する混合物、及び該処理にて得られた組成物を「インク」又は「顔料分散液」と称する
ことがある）。特に（ｆ）分散剤として高分子分散剤を用いると、得られたインク及びレ
ジストの経時の増粘が抑制される（分散安定性に優れる）ので好ましい。
　このように、レジストを製造する工程において、（ａ）着色剤、（ｅ）溶剤、及び（ｆ
）分散剤を少なくとも含有する顔料分散液を製造することが好ましい。顔料分散液に用い
ることができる（ａ）着色剤、（ｅ）有機溶剤、及び（ｆ）分散剤としては、それぞれ感
光性着色組成物に用いることができるものとして記載したものを好ましく採用することが
できる。
【０２６１】
　なお、感光性着色組成物に配合する全成分を含有する液に対して分散処理を行った場合
、分散処理時に生じる発熱のため、高反応性の成分が変性する可能性がある。従って、高
分子分散剤を含む系にて分散処理を行うことが好ましい。
　サンドグラインダーで（ａ）着色剤を分散させる場合には、０．１～８ｍｍ程度の粒子
径のガラスビーズ又はジルコニアビーズが好ましく用いられる。分散処理条件は、温度は
通常０℃から１００℃であり、好ましくは室温から８０℃の範囲である。分散時間は液の
組成及び分散処理装置のサイズ等により適正時間が異なるため適宜調節する。レジストの
２０度鏡面光沢度（ＪＩＳ　Ｚ８７４１）が５０～３００の範囲となるように、インキの
光沢を制御するのが分散の目安である。レジストの光沢度が低い場合には、分散処理が十
分でなく荒い顔料（色材）粒子が残っていることが多く、現像性、密着性、解像性等が不
十分となる可能性がある。また、光沢値が上記範囲を超えるまで分散処理を行うと、顔料
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が破砕して超微粒子が多数生じるため、却って分散安定性が損なわれる傾向がある。
【０２６２】
　また、インク中に分散した顔料の分散粒径は通常０．０３～０．３μｍであり、動的光
散乱法等により測定される。
　次に、上記分散処理により得られたインキと、レジスト中に含まれる、上記の他の成分
を混合し、均一な溶液とする。レジストの製造工程においては、微細なゴミが液中に混じ
ることが多いため、得られたレジストはフィルター等により濾過処理するのが望ましい。
【０２６３】
　［硬化物］
　本発明の感光性着色組成物を硬化させることで、硬化物を得ることができる。感光性着
色組成物を硬化してなる硬化物は、着色スペーサーとして好適に用いることができ、特に
フォトリソグラフィー法により高さの異なる着色スペーサーを一括形成するために好適に
用いることができる。
【０２６４】
　［着色スペーサー］
　次に、本発明の感光性着色組成物を用いた着色スペーサーについて、その製造方法に従
って説明する。
【０２６５】
　（１）支持体
　着色スペーサーを形成するための支持体としては、適度の強度があれば、その材質は特
に限定されるものではない。主に透明基板が使用されるが、材質としては、例えば、ポリ
エチレンテレフタレートなどのポリエステル系樹脂、ポリプロピレン、ポリエチレンなど
のポリオレフィン系樹脂、ポリカーボネート、ポリメチルメタクリレート、ポリスルフォ
ンなどの熱可塑性樹脂製シート、エポキシ樹脂、不飽和ポリエステル樹脂、ポリ（メタ）
アクリル系樹脂などの熱硬化性樹脂シート、又は各種ガラスなどが挙げられる。この中で
も、耐熱性の観点からガラス、耐熱性樹脂が好ましい。また、基板の表面にＩＴＯ、ＩＺ
Ｏ等の透明電極が成膜されている場合もある。透明基板以外では、ＴＦＴアレイ上に形成
することも可能である。
【０２６６】
　支持体には、接着性などの表面物性の改良のため、必要に応じ、コロナ放電処理、オゾ
ン処理、シランカップリング剤や、ウレタン系樹脂などの各種樹脂の薄膜形成処理などを
行ってもよい。
　透明基板の厚さは、通常０．０５～１０ｍｍ、好ましくは０．１～７ｍｍの範囲とされ
る。また各種樹脂の薄膜形成処理を行う場合、その膜厚は、通常０．０１～１０μｍ、好
ましくは０．０５～５μｍの範囲である。
【０２６７】
　（２）着色スペーサー
　本実施形態の感光性着色組成物は、公知のカラーフィルター用感光性着色組成物と同様
の方法により使用されるが、以下着色スペーサー用途の場合について説明する。通常、着
色スペーサーが設けられるべき基板上に、感光性着色組成物溶液を塗布等の方法により膜
或いはパターン状に供給し、溶剤を乾燥させる。続いて、露光及び現像を行う。フォトリ
ソグラフィー法などによりパターンを形成させる。その後、必要に応じて追露光や熱硬化
処理を行うことにより、該基板上に着色スペーサーを形成させる。
【０２６８】
　（３）着色スペーサーの形成
　（３－１）感光性着色組成物の塗布
　本実施形態の感光性着色組成物は、通常溶剤に溶解或いは分散させた状態で、基板上へ
供給される。着色スペーサー用の感光性着色組成物の透明基板上への塗布は、スピナー法
、ワイヤーバー法、フローコート法、ダイコート法、ロールコート法、又はスプレーコー
ト法などによって行うことができる。中でも、ダイコート法によれば、塗布液使用量が大
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幅に削減され、かつ、スピンコート法によった際に付着するミストなどの影響が全くなく
、異物発生が抑制されるなど、総合的な観点から好ましい。
【０２６９】
　塗膜の厚さは、厚すぎると、パターン現像が困難となるとともに、液晶セル化工程での
ギャップ調整が困難となることがあり、薄すぎると顔料濃度を高めることが困難となり１
～１０μｍの範囲とするのが好ましく、より好ましいのは１～９μｍの範囲、更に好まし
いのは１～７μｍの範囲である。また、乾燥膜厚あるいは最終的に形成されたスペーサー
の高さが、基板全域に渡って均一であることが重要である。ばらつきが大きい場合には、
液晶パネルのムラ欠陥を生ずることになる。また、インクジェット法や印刷法などにより
パターン状に供給されても良い。
【０２７０】
　（３－２）塗膜の乾燥
　基板に感光性着色組成物を塗布した後の塗膜の乾燥は、ホットプレート、ＩＲオーブン
、又はコンベクションオーブンを使用した乾燥法により行うのが好ましい。乾燥の条件は
、前記溶剤成分の種類、使用する乾燥機の性能などに応じて適宜選択することができる。
乾燥時間は、溶剤成分の種類、使用する乾燥機の性能などに応じて、通常は、４０～２０
０℃の温度で１５秒～５分間の範囲で選ばれ、好ましくは５０～１３０℃の温度で３０秒
～３分間の範囲で選ばれる。
　乾燥温度は、高いほど透明基板に対する塗膜の接着性が向上するが、高すぎると（ｂ）
アルカリ可溶性樹脂が分解し、熱重合を誘発して現像不良を生ずる場合がある。なお、こ
の塗膜の乾燥工程は、温度を高めず、減圧チャンバー内で乾燥を行う、減圧乾燥法であっ
てもよい。
【０２７１】
　（３－３）露光
　画像露光は、感光性着色組成物の塗膜上に、ネガのマスクパターンを重ね、このマスク
パターンを介し、紫外線又は可視光線の光源を照射して行う。露光マスクを用いて露光を
行う場合には、露光マスクを感光性着色組成物の塗布膜に近接させる方法や、露光マスク
を感光性着色組成物の塗布膜から離れた位置に配置し、該露光マスクを介した露光光を投
影する方法によっても良い。また、マスクパターンを用いないレーザー光による走査露光
方式によっても良い。この際、必要に応じ、酸素による光重合性層の感度の低下を防ぐた
め、光重合性の塗膜上にポリビニルアルコール層などの酸素遮断層を形成した後に露光を
行ってもよい。上記の画像露光に使用される光源は、特に限定されるものではない。光源
としては、例えば、キセノンランプ、ハロゲンランプ、タングステンランプ、高圧水銀灯
、超高圧水銀灯、メタルハライドランプ、中圧水銀灯、低圧水銀灯、カーボンアーク、蛍
光ランプなどのランプ光源や、アルゴンイオンレーザー、ＹＡＧレーザー、エキシマレー
ザー、窒素レーザー、ヘリウムカドミニウムレーザー、半導体レーザーなどのレーザー光
源などが挙げられる。特定の波長の光を照射して使用する場合には、光学フィルターを利
用することもできる。光学フィルターには、例えば薄膜で露光波長における光透過率を制
御可能なタイプでも良く、その場合の材質としては、例えばＣｒ化合物（Ｃｒの酸化物、
窒化物、酸窒化物、フッ化物など）、ＭｏＳｉ、Ｓｉ、Ｗ、Ａｌ等が挙げられる。
　また、近年、着色スペーサーをフォトリソグラフィー法により製造するにあたって、高
さの異なる着色スペーサーを一括形成させる方法が提案されている。本発明の実施形態に
おいても、特開２００３－３４４８６０号公報や特開２００４－４５７５７号公報に開示
されているような、遮光部（光透過率０％）と複数の開口部として、平均光透過率の最も
高い開口部（完全透過開口部）に対して平均光透過率の小さい開口部（中間透過開口部）
を有する露光マスクを用いて、高さの異なる着色スペーサーを一括形成する方法が適して
いる。ネガ型の感光性着色組成物であれば、中間透過開口部と完全透過開口部の平均透過
率の差異、すなわち露光量の差異により、パターンの硬化度及び残膜率を変化させて、そ
の後の現像および熱硬化プロセスを経て着色スペーサーの段差を形成させることができる
。
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　露光量は、通常通常、１ｍＪ／ｃｍ2以上、好ましくは５ｍＪ／ｃｍ2以上、より好まし
くは１０ｍＪ／ｃｍ2以上であり、通常３００ｍＪ／ｃｍ2以下、好ましくは２００ｍＪ／
ｃｍ2以下、より好ましくは１５０ｍＪ／ｃｍ2以下である。また、近接露光方式の場合に
おいて、露光対象とマスクパターンとの距離は、通常１０μｍ以上、好ましくは５０μｍ
以上、より好ましくは７５μｍ以上であり、通常５００μｍ以下、好ましくは４００μｍ
以下、より好ましくは３００μｍ以下である。
【０２７２】
　（３－４）現像
　本発明に係る着色スペーサーは、感光性着色組成物による塗膜を、上記の光源によって
画像露光を行った後、有機溶剤、又は、界面活性剤とアルカリ性化合物とを含む水溶液を
用いる現像によって、基板上に画像を形成して作製することができる。この水溶液には、
更に有機溶剤、緩衝剤、錯化剤、染料又は顔料を含ませることができる。
【０２７３】
　アルカリ性化合物としては、水酸化ナトリウム、水酸化カリウム、水酸化リチウム、炭
酸ナトリウム、炭酸カリウム、炭酸水素ナトリウム、炭酸水素カリウム、ケイ酸ナトリウ
ム、ケイ酸カリウム、メタケイ酸ナトリウム、リン酸ナトリウム、リン酸カリウム、リン
酸水素ナトリウム、リン酸水素カリウム、リン酸二水素ナトリウム、リン酸二水素カリウ
ム、水酸化アンモニウムなどの無機アルカリ性化合物や、モノ－・ジ－又はトリエタノー
ルアミン、モノ－・ジ－又はトリメチルアミン、モノ－・ジ－又はトリエチルアミン、モ
ノ－又はジイソプロピルアミン、ｎ－ブチルアミン、モノ－・ジ－又はトリイソプロパノ
ールアミン、エチレンイミン、エチレンジイミン、テトラメチルアンモニウムヒドロキシ
ド（ＴＭＡＨ）、コリンなどの有機アルカリ性化合物が挙げられる。これらのアルカリ性
化合物は、２種以上の混合物であってもよい。
【０２７４】
　界面活性剤としては、例えば、ポリオキシエチレンアルキルエーテル類、ポリオキシエ
チレンアルキルアリールエーテル類、ポリオキシエチレンアルキルエステル類、ソルビタ
ンアルキルエステル類、モノグリセリドアルキルエステル類などのノニオン系界面活性剤
、アルキルベンゼンスルホン酸塩類、アルキルナフタレンスルホン酸塩類、アルキル硫酸
塩類、アルキルスルホン酸塩類、スルホコハク酸エステル塩類などのアニオン性界面活性
剤、アルキルベタイン類、アミノ酸類などの両性界面活性剤が挙げられる。
【０２７５】
　有機溶剤としては、例えば、イソプロピルアルコール、ベンジルアルコール、エチルセ
ロソルブ、ブチルセロソルブ、フェニルセロソルブ、プロピレングリコール、ジアセトン
アルコールなどが挙げられる。有機溶剤は、単独で用いてもよく、また、水溶液と併用し
てもよい。
【０２７６】
　現像処理の条件は特に制限はなく、通常、現像温度は１０～５０℃の範囲、中でも１５
～４５℃、特に好ましくは２０～４０℃で、現像方法は、浸漬現像法、スプレー現像法、
ブラシ現像法、超音波現像法などのいずれかの方法によることができる。
【０２７７】
　（３－５）熱硬化処理
　現像の後の基板には、熱硬化処理又は光硬化処理、好ましくは熱硬化処理を施す。この
際の熱硬化処理条件は、温度は１００～２８０℃の範囲、好ましくは１５０～２５０℃の
範囲で選ばれ、時間は５～６０分間の範囲で選ばれる。
　以上のように形成させた本発明の着色スペーサーの大きさや形状等は、カラーフィルタ
ーの仕様等によって適宜調整される。ただし、本発明の感光性着色組成物は、上述したよ
うにフォトリソグラフィー法によりスペーサーとサブスペーサーの高さの異なる着色スペ
ーサーを一括形成するのに有効であり、スペーサーの高さは通常２～７μｍ程度であり、
サブスペーサーは、スペーサーよりも通常０．２～１．５μｍ程度低い高さを有する。
【０２７８】
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　［カラーフィルター］
　本発明のカラーフィルターは、上述のような本発明の着色スペーサーを備えるものであ
り、例えば透明基板としてのガラス基板上に、ブラックマトリクスと、赤色、緑色、青色
の画素着色層と、オーバーコート層とが積層されて、着色スペーサーを形成した後配向膜
を形成して製造される。配向膜としては、ポリイミド等の樹脂膜が好適である。
【０２７９】
　［画像表示装置］
　本発明の画像表示装置としては、画像や映像を表示する装置であれば特に限定は受けな
いが、後述する液晶表示装置や有機ＥＬ（Electro Luminesence）ディスプレイ等が挙げ
られる。
【０２８０】
　［液晶表示装置］
　本発明の液晶表示装置は、上述の本発明の着色スペーサーを用いて作製されたものであ
り、カラー画素やブラックマトリクスの形成順序や形成位置等特に制限を受けるものでは
ない。
　例えば、ＴＦＴ素子基板上に、ブラックマトリクスを設け、赤色、緑色、青色の画素を
形成し、必要に応じてオーバーコート層を形成した後に、更にその上に、画像上にＩＴＯ
、ＩＺＯ等の透明電極を形成して、カラーディスプレー、液晶表示装置などの部品の一部
として使用される。また一部、平面配向型駆動方式（ＩＰＳモード）などの用途において
は、透明電極を形成しないこともある。
【０２８１】
　液晶表示装置は、通常、カラーフィルター上に配向膜を形成し、この配向膜上にスペー
サーを散布したり、本発明の着色スペーサーを形成した後、対向基板と貼り合わせて液晶
セルを形成し、形成した液晶セルに液晶を注入し、対向電極に結線して完成する。配向膜
としては、ポリイミド等の樹脂膜が好適である。配向膜の形成には、通常、グラビア印刷
法及び／又はフレキソ印刷法が採用され、配向膜の厚さは数１０ｎｍとされる。熱焼成に
よって配向膜の硬化処理を行った後、紫外線の照射やラビング布による処理によって表面
処理し、液晶の傾きを調整しうる表面状態に加工される。
【０２８２】
　対向基板との貼り合わせのギャップは、液晶表示装置の用途によって異なるが、通常２
～８μｍの範囲で選ばれる。対向基板と貼り合わせた後、液晶注入口以外の部分は、エポ
キシ樹脂等のシール材によって封止する。シール材は、ＵＶ照射及び／又は加熱すること
によって硬化させ、液晶セル周辺がシールされる。
　周辺をシールされた液晶セルは、パネル単位に切断した後、真空チャンバー内で減圧と
し、上記液晶注入口を液晶に浸漬した後、チャンバー内をリークすることによって、液晶
を液晶セル内に注入する。液晶セル内の減圧度は、通常、１×１０-2～１×１０-7Ｐａで
あるが、好ましくは１×１０-3～１×１０-6Ｐａである。また、減圧時に液晶セルを加温
するのが好ましく、加温温度は通常３０～１００℃であり、より好ましくは５０～９０℃
である。減圧時の加温保持は、通常１０～６０分間の範囲とされ、その後液晶中に浸漬さ
れる。液晶を注入した液晶セルは、液晶注入口を硬化させたＵＶ硬化樹脂で封止すること
によって、液晶表示装置（パネル）が完成する。
【０２８３】
　液晶の種類には特に制限がなく、芳香族系、脂肪族系、多環状化合物等、従来から知ら
れている液晶であって、リオトロピック液晶、サーモトロピック液晶等のいずれでもよい
。サーモトロピック液晶には、ネマティック液晶、スメスティック液晶及びコレステリッ
ク液晶等が知られているが、いずれであってもよい。
【実施例】
【０２８４】
　次に、合成例、実施例及び比較例を挙げて本発明をより具体的に説明するが、本発明は
その要旨を超えない限り以下の実施例に限定されるものではない。
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　以下の実施例及び比較例で用いた感光性着色組成物の構成成分は次の通りである。
【０２８５】
　＜アルカリ可溶性樹脂－Ｉ＞
　プロピレングリコールモノメチルエーテルアセテート１４５質量部を窒素置換しながら
攪拌し、１２０℃に昇温した。ここにスチレン１０質量部、グリシジルメタクリレート８
５．２質量部およびトリシクロデカン骨格を有するモノアクリレート（日立化成社製ＦＡ
－５１３Ｍ）６６質量部を滴下し、および２，２’－アゾビス－２－メチルブチロニトリ
ル８．４７質量部を３時間かけて滴下し、更に９０℃で２時間攪拌し続けた。次に反応容
器内を空気置換に変え、アクリル酸４３．２質量部にトリスジメチルアミノメチルフェノ
ール０．７質量部およびハイドロキノン０．１２質量部を投入し、１００℃で１２時間反
応を続けた。その後、テトラヒドロ無水フタル酸（ＴＨＰＡ）５６．２質量部、トリエチ
ルアミン０．７質量部を加え、１００℃３．５時間反応させた。こうして得られたアルカ
リ可溶性樹脂－ＩのＧＰＣにより測定した重量平均分子量Ｍｗは約８４００、酸価は８０
ｍｇＫＯＨ／ｇであった。
【０２８６】
　＜アルカリ可溶性樹脂－ＩＩ＞
　日本化薬（株）製「ＺＣＲ－１６４２Ｈ」（ＭＷ＝６５００、酸価＝９８ｍｇ－ＫＯＨ
／ｇ）
【０２８７】
　＜分散剤－Ｉ＞
　ビックケミー社製「ＤＩＳＰＥＲＢＹＫ－ＬＰＮ２１１１６」（側鎖に４級アンモニウ
ム塩基及び３級アミノ基を有するＡブロックと、４級アンモニウム塩基及びアミノ基を有
さないＢブロックからなる、アクリル系Ａ－Ｂブロック共重合体。アミン価は７０ｍｇＫ
ＯＨ／ｇ。酸価は１ｍｇＫＯＨ／ｇ以下。）
　分散剤－ＩのＡブロック中には、下記式（１ａ）及び（２ａ）の繰り返し単位が含まれ
、Ｂブロック中には下記式（３ａ）の繰り返し単位が含まれる。分散剤－Ｉの全繰り返し
単位に占める下記式（１ａ）、（２ａ）、及び（３ａ）の繰り返し単位の含有割合はそれ
ぞれ１１．１モル％、２２．２モル％、６．７モル％である。
【０２８８】
【化２４】

【０２８９】
　＜分散剤－ＩＩ＞
　ビックケミー社製「ＤＩＳＰＥＲＢＹＫ－１６７」（ウレタン系高分子分散剤）
【０２９０】
　＜溶剤－Ｉ＞
　ＰＧＭＥＡ：プロピレングリコールモノメチルエーテルアセテート
　＜溶剤－ＩＩ＞
　ＭＢ：３－メトキシブタノール
【０２９１】
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　＜光重合開始剤－Ｉ＞
　以下の化学構造を有する化合物を用いた。
【０２９２】
【化２５】

【０２９３】
　＜光重合開始剤－ＩＩ＞
　以下の化学構造を有する化合物を用いた。
【０２９４】
【化２６】

【０２９５】
　＜光重合性モノマー－Ｉ＞
　ＤＰＨＡ：日本化薬（株）製　ジペンタエリスリトールヘキサアクリレート
【０２９６】
　＜添加剤－Ｉ＞
　日本化薬（株）製、ＫＡＹＡＭＥＲ　ＰＭ－２１（メタクリロイル基含有ホスフェート
）　
【０２９７】
　＜界面活性剤－Ｉ＞
　ＤＩＣ（株）製　メガファック　Ｆ－５５９
【０２９８】
　＜単位膜厚当たりの光学濃度（単位ＯＤ値）の測定＞
　単位膜厚当たりの光学濃度は以下の手順にて測定した。
　まず、調製した感光性着色組成物を最終的な膜厚が２μｍとなるようにスピンコーター
にてガラス基板に塗布し、１分間減圧乾燥した後に、ホットプレートで８０℃にて７０秒
間乾燥した。２３０℃で２０分間加熱する事で、レジスト塗工基板を得た。得られた基板
の光学濃度（ＯＤ）を透過濃度計グレタグマクベスＤ２００－ＩＩによって測定し、膜厚
を（株）菱化システム製非接触表面・層断面形状計測システム　ＶｅｒｔＳｃａｎ（Ｒ）
２．０により測定し、光学濃度（ＯＤ）及び膜厚から、単位膜厚当たりの光学濃度を算出
した。なお、ＯＤ値は遮光能力を示す数値であり、数値が大きい程高遮光性であることを
示す。
【０２９９】
　＜ＮＭＰ溶出試験＞
　Ｎ－メチルピロリドン（ＮＭＰ）溶出試験は以下の手順にて行った。
　まず、調製した感光性着色組成物を最終的な膜厚が２μｍとなるようにスピンコーター
にてガラス基板に塗布し、１分間減圧乾燥した後にホットプレート８０℃で７０秒間乾燥
した。露光及び現像工程を経てからオーブン２３０℃で２０分間加熱してレジスト塗工基
板を得た。作製したレジスト塗工基板から測定用基板（２．５ｃｍ×１．０ｃｍ角）２枚
を切り出してＮ－メチルピロリドン（ＮＭＰ）８ｍＬ入りの１０ｍＬ用バイアル瓶に浸漬
した。そして、その測定用基板入りのバイアル瓶を８０℃の熱浴に、４０分間静置した状
態でＮＭＰ溶出試験を実施した。４０分静置後に熱浴からバイアル瓶を取り出して、その
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ＮＭＰ溶出溶液を分光光度計（島津製作所社製「ＵＶ－３１００ＰＣ」）により３００～
８００ｎｍの波長範囲で１ｎｍおきに吸光度を測定した。光源には、ハロゲンランプ及び
重水素ランプ（切り替え波長３６０ｎｍ）を使用して、検出器には、フォトマルを使用し
ており、スリット幅２ｎｍを測定条件とた。また、試料溶液を１ｃｍ角の石英セルに入れ
て測定した。吸光度とは、分光法において、ある物体を光が通過した際に光強度がどの程
度減衰するかを示す無次元量であり、以下の式で定義される。
【０３００】
　Ａ（吸光度）＝－ｌｏｇ10（Ｉ／Ｉ0）　（Ｉ：透過光強度、Ｉ0：入射光強度）
【０３０１】
　また、同じ光源から試料溶液とＮＭＰ単独へそれぞれ光を入射させた際、ＮＭＰ単独を
透過してきた光強度Ｉ0と試料溶液を透過してきた光強度Ｉと見なすことができる。した
がって、上式の（Ｉ／Ｉ0）は光透過率を表しており、吸光度Ａは、透過率の逆数を対数
表現した値ということになる。吸光度Ａは、試料溶液に含有する物質の濃度などを算出す
る際に用いられる表記である。吸光度Ａ＝０の場合は、全く光を吸収しない状態（透過率
１００％）を示しており、吸光度Ａ＝∞の場合は、全く光を透過しない状態（透過率０％
）を示していることになる。つまり、吸光度が強いほど、レジスト塗膜成分が多くＮＭＰ
へ溶出しており、ＮＭＰ耐性が悪いことを示している。測定した吸光度のスペクトル面積
（ｎｍ）を算出して、面積値３０（ｎｍ）未満を○、３０（ｎｍ）以上を×としてＮＭＰ
耐性を評価した。本評価基準である吸光度のスペクトル面積は、各波長における吸光度の
和で表すことができ、溶出したレジスト成分の総和を意味していることになる。
【０３０２】
ＮＭＰ耐性評価基準：ＮＭＰ溶出溶液の吸収スペクトルの面積値による判定（波長３００
～８００ｎｍ）
　○：　３０（ｎｍ）未満　×：　３０（ｎｍ）以上
【０３０３】
　＜顔料分散液－１及び２の調製＞
　表１に記載の顔料、分散剤、アルカリ可溶性樹脂、及び溶剤を、表１に記載の質量比と
なるように混合した。この溶液をペイントシェーカーにより２５～４５℃の範囲で３時間
分散処理を行った。ビーズとしては、０．５ｍｍφのジルコニアビーズを用い、分散液の
２．５倍の質量を加えた。分散終了後、フィルターによりビーズと分散液を分離して、顔
料分散液－１及び２を調製した。なお、分散剤の量は、得られる顔料分散液の粘度が６～
８ｍＰａ・ｓの範囲内となるように調整した。
【０３０４】
【表１】

【０３０５】
　［実施例１及び比較例１、２］
　上記調製した顔料分散液を用いて、固形分中の比率が表２の配合割合となるように各成
分を加え、さらに固形分が１８質量％となるようにＰＧＭＥＡを加え、攪拌、溶解させて
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の方法にて測定した単位ＯＤ値及びＮＭＰ溶出試験結果を表２に示す。なお、表２中の感
光性着色組成物の質量部は、固形分の質量を示す（但し、顔料分散液の質量部は溶媒含め
た質量を示す）。
【０３０６】
【表２】

【０３０７】
　表２から、アクリル分散剤を含む感光性着色組成物において、光重合開始剤がオキシム
エステル系化合物及びトリアジン系化合物を含むことで、光硬化膜の硬化性を向上させ、
ＮＭＰへ溶解しにくくなり耐溶剤性が高まり、不純物の溶出が効果的に抑制できている。
　実施例１と比較例１の比較から、顔料を分散する際にアクリル系分散剤を用いることで
、硬化に関与しない分散剤の量を減らすことができ、その結果、硬化に関与する成分の割
合を高めることができ、膜の硬化性が高まりＮＭＰの浸透を防ぐことで、塗膜内部の着色
剤などから不純物が溶け出すことを抑制できていると考えられる。
　一方、実施例１と比較例２の比較から、光重合開始剤としてオキシムエステル系化合物
に加えてトリアジン系化合物を用いることで、トリアジン系化合物が熱キュア時に分解し
た際にラジカルを発生するので、熱硬化が促進され、ＮＭＰの浸透を防ぐことで、塗膜内
部の着色剤などから不純物が溶け出すことを抑制できていると考えられる。
【産業上の利用可能性】
【０３０８】
　本発明の感光性着色組成物によれば、高信頼性である硬化物及び着色スペーサーを提供
することができ、さらに、このような着色スペーサーを備える画像表示装置を提供するこ
とができる。よって、本発明は感光性着色組成物、硬化物、着色スペーサー及び画像表示
装置の各分野において、産業上の利用可能性は極めて高い。
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